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えすこな雲南×スペシャルチャレンジ実践報告会（２ページ）

今月の表紙：2026雲南市桜まつり（斐伊川堤防桜並木）　甲冑武者行列
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総
働
：
地
域
や
事
業
者
な
ど
の
立
場
や
世
代
を
超
え
、
関

係
人
口
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
自
然
環
境
や
歴
史
文
化

な
ど
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
生
か
し
た
多
様
な
協
働
の
こ
と

対
話
を
通
し
て
「
え
す
こ
」
を

対
話
を
通
し
て
「
え
す
こ
」
を

考
え
る
「
え
す
こ
会
議
」

考
え
る
「
え
す
こ
会
議
」

　「
え
す
こ
な 

雲
南
市
」
実
現
の
た
め
の
３

つ
の
柱
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、
参
加
者
同
士

で
対
話
を
行
い
ま
し
た
。

　「
え
す
こ
に
暮
ら
す
」
で
は
、
地
域
内
外

の
つ
な
が
り
を
生
か
し
た
こ
れ
か
ら
の
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
ど
の
テ
ー
マ
で
も
、
立
場
や
世
代
を
超

え
た
活
発
な
対
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

え
す
こ
会
議

え
す
こ
会
議

　「
え
す
こ
な 

雲
南
市
」
実
現
の
た
め
の
３

つ
の
柱
の
テ
ー
マ
に
分
か
れ
、
参
加
者
同
士

で
対
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
や
対
話
を
通
じ
て
、
新
た

な
視
点
や
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
ま
し

た
。
今
回
の
学
び
を
き
っ
か
け
に
、「
協

働
」、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」を
発
展
さ
せ
、人・

自
然
・
歴
史
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
資
源

を
生
か
し
て
多
方
面
・
多
様
な
協
働
を

行
う
「
総
働
」
を
め
ざ
し
、
一
体
的
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
ス
ペ
シ
ャ
ル
チ
ャ
レ

ン
ジ
制
度
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

▲事例発表の様子

参
加
者
の
声

※
３
　�

フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
教
材：英
語
の「
綴
り（
ス
ペ
ル
）」と「
音

（
発
音
）」
の
規
則
性
を
学
び
、
正
し
い
発
音
で
単
語
を

読
み
書
き
で
き
る
よ
う
に
す
る
学
習
ツ
ー
ル

ス
ペ
シ
ャ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ホ
ー
プ

実
践
者
に
よ
る
物
販
や
取
り
組
み
体
験

　
昼
休
憩
に
は
、
過
去
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
ホ
ー
プ
制
度
を
活
用
し
て
起
業
・

創
業
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
よ
る
展
示
や
物
販
が

あ
り
ま
し
た
。

加藤完一商店の
藤原さんによる
奥出雲コットン
を使用した衣類
の展示・販売

一般社団法人みかた麹
きっと
杜の

佐佐木さんによる、みかた
式発音絵記号付きフォニッ
クス教材※３の展示

合同会社山田屋の山田さん
によるクラフトコーラなど
の販売と、幡屋便利軒の杉
原さんによるケイトライド
（多目的型軽トラック）の
展示

※２　�えすこカンパニー：経済成長と環境
配慮・地域貢献を両立する事業者

３つの柱

対話のテーマ

▲ �グループに分かれて
対話する参加者たち

えすこに暮らす

共創型自治の推進

えすこに育む

みんなの共育環境の創出

えすこに創る
地域と経済の好循環の形成

（えすこカンパニー※２の成長支援）

　他団体の取り組みを学び、地域や立場を超えて
つながりや連携が生まれる気付きを得られました

　一人ひとりがスペシャルチャレンジを通してと
ても成長されている姿が分かり、こちらも勉強に
なると同時に感動しました

　えすこ会議では、多様な意見や考えがあり、対
話を通じて深めていくことの重要性を感じました

　学校だけでは学べないコミュニケーション、
完遂力、勇気や自信を身に付けることができた
と思います

2市報うんなん 2026.5

2323
組
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
発
表
！

組
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
発
表
！

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

「
ス
ペ
シ
ャ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

実
践
報
告
会

実
践
報
告
会

　
雲
南
市
ス
ペ
シ
ャ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
を

活
用
し
、
地
域
課
題
解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
23
組
の
活
動
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
自
身
が
暮
ら
す
団
地
で
住
民
の
つ
な
が
り

を
築
き
た
い
と
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た

高
校
生
の
取
り
組
み
や
、
高
校
生
の
進
路
選

択
や
総
合
型
選
抜
対
策
の
伴
走
Ａ
Ｉ
開
発
に

取
り
組
ん
だ
若
手
社
会
人
の
取
り
組
み
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
を
元
気
に
し
た
い
と
い
う
思
い
の
こ

も
っ
た
発
表
に
、
聴
講
者
か
ら
も
温
か
い
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
22
日
に
「
え
す
こ
な
雲
南
×
ス

ペ
シ
ャ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
践
報
告
会
」

を
開
催
し
、
市
内
外
か
ら
１
０
０
人
を

超
え
る
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
総
働
」
の
考
え
方
を

「
総
働
」
の
考
え
方
を

事
例
共
有
か
ら
学
ぶ

事
例
共
有
か
ら
学
ぶ

　
第
３
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
総
働
」
の

考
え
方
を
取
り
入
れ
た
取
り
組
み
や
構
想
に

つ
い
て
、
６
つ
の
団
体
の
皆
さ
ん
か
ら
事
例

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
波
多
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
は
、
地
域

住
民
、
地
元
事
業
者
、
関
係
人
口
の
つ
な
が

り
を
生
む「
は
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
」や「
囃は
や
し子
」、「
防

災
イ
ベ
ン
ト
」
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
者
と
共
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事

例
が
共
有
さ
れ
、
参
加
者
は
「
総
働
」
の
考

え
方
を
実
際
の
活
動
内
容
か
ら
学
び
ま
し
た
。

※
１
※
１

▲１年間チャレンジに取り組んだ感想を発表する高校生

事　　例 発表者

つながりがつながる波多の取り組み
波多コミュニティ協議会
藤
ふじ

原
はら

美
み

幸
ゆき

さん、神
かん

田
だ

みゆきさん
阿用で関係人口と取り組む農業と
里山再生

阿用地区振興協議会
三
み

原
はら

義
よし

之
ゆき

さん
ヨル☆イバ（何もしない合宿）、
自然塾
～吉田地区の共育のかたち～

吉田地区振興協議会
錦
にしこおり

織研
けん

吾
ご

さん
デジタルで広がる共育の場
～ピコテラスの挑戦～

一般社団法人エンター
杉
すぎ

村
むら

卓
たく

哉
や

さん
薬湯キャンパスで交流人口・
関係人口拡大をめざす

株式会社吉田ふるさと村
石
いし

原
はら

秀
ひで

寿
とし

さん
自然体で歩む。地域内循環を生む
全世代の憩いの場構想

幡屋便利軒
杉
すぎ

原
はら

雅
まさ

也
や

さん

▲参加者の集合写真▲参加者の集合写真

発表を聞いて対話する参加者チャレンジ発表の様子

「
え
す
こ
な
雲
南
×

　ス
ペ
シ
ャ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
践
報
告
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
！

語
り
合
い
、学
び
合
う
場
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▲土手を彩る桜 ▲さくらねがい広場でのよさこい踊り ▲雲南食堂の様子

2026雲南市桜まつり
　２月中旬から４月下旬までを雲南市桜まつりの期間とし、市内各
所でさまざまな種類の桜を楽しむことができます。
　そのうち４月４日と５日には、木次駅周辺で雲南市の食を堪能で
きる「雲南食堂」を開催しました。市内の約30団体のテントなど
が並び、多くのお客さんでにぎわいました。また、斐伊川河川敷に
昨年整備されたさくらねがい広場ではよさこい踊りも披露され、ま
つりを華やかに盛り上げたほか、桜並木の中を甲冑武者行列が練り
歩くなど、趣向を凝らした催しが多く開催されました。 ▲たくさんの方でにぎわう斐伊川堤防桜並木

台湾との交流
雲
うん

林
りん

科
か

技
ぎ

大
だい

學
がく

の皆さんが雲南市を訪問
　３月31日と４月１日の２日間、台湾の雲林科技大學の皆さん25
人が研修旅行として雲南市を訪問されました。昨年10月に市長な
どが台湾の彰

しょうかけん

化縣二
じ

林
りん

鎮
ちん

を訪問した際に大学の先生と意見交換を
行ったことがきっかけです。
　組子細工でのコースター作りや出雲神楽鑑賞、斐伊川堤防桜並木の
散策など、市が誇る「ほんもの」の数々を体験してもらいました。参
加者からは「神楽の迫力がすごかった」、「組子細工の職人技に感動し
た」など、雲南市ならではの体験を振り返った感想がありました。 ▲組子細工体験をする参加者たち

　
今
年
に
入
り
、
２
月
に
は
韓
国
か
ら
、

３
月
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
、
４
月
に
は

台
湾
か
ら
視
察
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
雲
南
市
の
取
り
組
み
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
中
で
実
現
し
た

も
の
で
す
。

　
日
本
以
外
の
国
で
も
、
い
わ
ゆ
る
「
過

疎
」
や
「
格
差
」
と
い
う
も
の
が
課
題
と

な
る
中
、
雲
南
市
と
い
う
日
本
の
地
方
都

市
が
世
界
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
大
変
光
栄
に
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
こ
う

し
た
機
会
を
通
じ
て
、
世
界
を
意
識
し
た

取
り
組
み
や
交
流
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

で
、
一
層
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
雲
南
市
へ

の
誇
り
を
感
じ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

新
た
な
チ
ャ
ン
ス
を
生
み
出
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、

世
界
の
中
で
輝
き
続
け
る
雲
南
市
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

市長コラム

世
界
の
中
で
の

世
界
の
中
で
の

オ
ン
リ
ー
ワ
ン

オ
ン
リ
ー
ワ
ン

世
界
の
中
で
の

世
界
の
中
で
の

オ
ン
リ
ー
ワ
ン

オ
ン
リ
ー
ワ
ン

市公式ＳＮＳで市の
魅力や出来事などを

発信中！

FacebookInstagram
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飯石小学校閉校10年記念
タイムカプセル開封式

　３月15日、飯石小学校閉校10年記念タイムカプセル開封式が地
域自主組織「雲見の里いいし」の主催により旧飯石小学校で開催さ
れ、当時の児童や教職員など約40人が参加しました。
　校庭の一角に埋められたタイムカプセルを掘り出すと、参加者か
ら拍手が起こりました。開封すると、中からたくさんの手紙や当時
の写真が出てきて、参加者たちは10年前を思い出しながら懐かし
んでいました。その後、昼食会をしたり校舎巡りや校歌を歌ったり
するなどして交流を深めました。 ▲タイムカプセルの開封作業をする参加者たち

たたら文化伝道師検定
　３月１日、令和７年度たたら文化伝道師検定を三刀屋文化体育館
アスパルで開催しました。
　雲南市は、たたら製鉄による和鉄の産地として栄えた地で、たた
らに由来する神楽や祭事などの民俗文化は現在も残っています。こ
の検定は、多くの方にたたら文化への興味関心を持っていただき、
観光振興の一翼を担う人材を確保することを目的に実施していま
す。今回の試験では、初級試験と前回の初級合格者を対象とした上
級試験を実施し、合わせて13人が受験しました。 ▲試験の問題を解く参加者

▲あめつちをお出迎えする様子

2026 シーズン運行開始
観光列車「あめつち」をお出迎え

　令和６年４月から木次線での運行を開始し、列車内での食事や地
元ガイドとの触れ合いが好評の観光列車「あめつち」。３月22日よ
り2026年シーズンの木次線運行が始まりました。
　運行初日、木次駅では島根県観光キャラクターしまねっこや市民
の皆さんがにぎやかにお出迎えしました。雲南吹奏楽団の演奏も花
を添え、乗客の皆さんもホームで演奏を聴いたり、記念撮影をした
りするなど思い思いに過ごしました。出発時刻になると、あめつち
は人々に見送られながら次の駅をめざして走り出しました。

雲南市創作市民演劇2026「麒麟の城」上演
　３月28日と29日の２日間、雲南市創作市民演劇2026「麒麟の城」
が木次経済文化会館チェリヴァホールで上演され、３回の公演での
べ800人以上が来場しました。
　雲南市創作市民演劇は、一般の方々からメンバーを募り、今回集
まったのは出演者と裏方を合わせて約50人。11月ごろから練習が
始まり、５ヵ月弱、演劇の世界に触れる喜びと参加者同士の交流を
深めながら作り上げられました。各回の終演時には観客から大きな
拍手が送られました。 ▲登場人物の幼少期の写真を見て全員で感動する一幕

島観連許諾第9266号
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狩
か り の

野 羽
う か

花ちゃん（木次町）
有
なおひろ

央さん・美
みづき

月さんのお子さん
うかちゃんお誕生日おめでとう❗
これからもお姉ちゃんと一緒に仲良く
元気に育ってね⭐

　佃
つくだ

　瑛
え な

奈ちゃん（三刀屋町）　
直
なおや

哉さん・真
ま ゆ

友さんのお子さん
えなちゃんお誕生日おめでとう��
これからも楽しく元気にすくすく育っ
てね❗

谷
たにぐち

口 陽
ひ な た

葵ちゃん（三刀屋町）
貴
たかはる

春さん・彩
あやな

奈さんのお子さん
１歳の誕生日おめでとう��
お兄ちゃんといっぱい遊んで、元気に
大きくなってね❗

藤
ふじさわ

澤 奏
そ う ご

悟ちゃん（木次町）
　真
しんぎょう

行さん・友
ともえ

絵さんのお子さん　
お誕生日おめでとう❗
いつもにこにこ笑顔のそうちゃん��
元気にすくすく大きくなってね❗

景
かげやま

山　隼
はやと

ちゃん（木次町）
潤
じゅんや

也さん・優
ゆうな

奈さんのお子さん
お誕生日おめでとう❗ はやちゃんの
笑顔にみんなが癒されているよ��
これからも元気に育ってね✨

金
かねつき

築　誉
ほまれ

ちゃん（三刀屋町）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
誕生日おめでとう��　たくさん笑う
ほまちゃんに癒されてるよ✨
お兄ちゃんと一緒に元気に過ごしてね��

久
く が

我 悠
はるふみ

文ちゃん（加茂町）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
毎日家族のみんなにたくさんの幸せを
ありがとう�� はるくんらしくにっこり
笑顔ですくすく大きくなってね��

深
ふ か だ

田 岳
が く

玖ちゃん（大東町）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
がく君１歳おめでとう❗ 
沢山遊んで、食べて元気に大きくなっ
てね❗

６月で満１歳（令和７年６月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③保護者の名前（ふりがな）、④保護者の名前の掲載希望の有無、
　⑤住所、⑥電話番号、⑦コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで５月８日(金)までに広報広聴課へ送付ください。

　【問】広報広聴課 ℡0854-40-1015　
　※スマートフォンで撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、広報広聴課から「到着確認」の連絡をします。投稿後、当課から連絡がないときは問い合わせください。

郵送される場合の宛て先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所広報広聴課「わが家の HOPE」係

E-Mail を送られる場合の宛て先
　kouhoukouchou ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家の HOPE」としてください。）

わが家の
EHOPEHOP

５月で満１歳おめでとう５月で満１歳おめでとう
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雲南市の鳥に雲南市の鳥に「コウノトリ」「コウノトリ」を指定しましたを指定しました

松
まつばら

原 快
か い と

和ちゃん（木次町）
善
ぜんこう

幸さん・香
かおり

織さんのお子さん
お誕生日おめでとう✨� いつもニコニ
コのかいちゃんが癒しだよ☺
すくすく育ってね♥

本
ほ ん だ

田 芽
め い さ

咲ちゃん（木次町）
　純
じゅんぺい

平さん・風
ふうき

輝さんのお子さん　
１歳のお誕生日おめでとう❤�
食べるの大好きなめいちゃん��
みんなでたくさん笑って過ごそうね��

藤
ふじはら

原 陽
ひ だ か

空ちゃん（木次町）
晃
こうき

稀さん・万
ま き な

希奈さんのお子さん
１歳のお誕生日おめでとう郘�✨� これからもバブルくん
と仲良く、元気いっぱい大きくなろうね㛘�❤� 家族みん
なの宝物❗ 生まれてきてくれてありがとう❤�

【指定の理由】
　コウノトリは、平成29年から雲南市で営巣を
始めました。これは、田んぼをはじめとする里地
里山や河川などに多様な生きものが数多く生息す
る豊かな自然環境があったことが要因の一つと考
えられています。特別天然記念物であり希少性の
高い鳥ですが、雲南市への飛来数も年々増えてき
ており、複数ヵ所・複数エリアでの営巣が確認さ
れ、今後も安定的かつ継続的な営巣が期待できま
す。

　雲南市では、「雲南市コウノトリの保護及び共
生に関する条例」を制定するとともに、「“幸せを
運ぶコウノトリ”と共生するまちづくりビジョン」
を策定し、コウノトリと共生するまちづくりを推
進してきました。令和８年で10年連続の営巣と
なることを契機に、市の象徴（シンボル）として
明確に位置付けることで、市民の愛着と誇りを醸
成するとともに、豊かな自然環境の保全とコウノ
トリと共生するまちづくりをさらに進めるため、
市の鳥に指定しました。

　コウノトリをより身近に感じ、コウノトリが継続的に営巣できる豊かな自然環
境を守り、継承していくため、ビジョンに基づく取り組みを市民の皆さんの協力
をいただきながらさらに進めていきます。生きもの調査イベントやコウノトリに
関する学習会も計画していきますので、たくさんの皆さんの参加をお待ちしてい
ます。

指定日：令和８年３月23日

「コウノトリ」

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。
http://kosodate-unnan.jp または、右記の二次元コードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

撮影　武
たけ
田
だ
　清
きよし
さん 撮影　井

いのうえ
上　誠

まこと
さん
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高校生ニュース
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国際交流員（CIR）スーキ・パチェコ・ジャン・ポールの異文化交流コーナー国際交流員（CIR）スーキ・パチェコ・ジャン・ポールの異文化交流コーナー

第53話：たまにはバラの香りを嗅いでみてね第53話：たまにはバラの香りを嗅いでみてね

　皆さん、今年は春を満喫されましたか。　皆さん、今年は春を満喫されましたか。
　さて、最近「　さて、最近「五五

さ み だ れさ み だ れ
月雨月雨」という日本語を知り、日本とア」という日本語を知り、日本とア

メリカの気候の違いによる不思議な異文化を思い出しまメリカの気候の違いによる不思議な異文化を思い出しま
した。それは「雨」と「花」に関係する言葉やことわざした。それは「雨」と「花」に関係する言葉やことわざ
です。です。
　「五月雨」は簡単に言えば、旧暦の５月に起こる「梅雨」　「五月雨」は簡単に言えば、旧暦の５月に起こる「梅雨」
を意味する言葉です。私が育ったインディアナ州と違を意味する言葉です。私が育ったインディアナ州と違
い、日本は毎年ほぼ同じ時期に雨が降ります。そのため、い、日本は毎年ほぼ同じ時期に雨が降ります。そのため、

「五月雨」のような言葉が生まれたのだと思うのですが、「五月雨」のような言葉が生まれたのだと思うのですが、
私にはとても珍しく感じられます。実は、アメリカにも私にはとても珍しく感じられます。実は、アメリカにも
５月に関係することわざがあります。「５月に関係することわざがあります。「AA

エイプリルエイプリル
prilpril  ss

シ ャ ワ ー ズシ ャ ワ ー ズ
howershowers  

bb
ブ リ ー ンブ リ ー ン
ringring  MM

メ イメ イ
ayay  flfl

フ ラ ワ ー ズフ ラ ワ ー ズ
owersowers」という英語ですが、「４月の雨が」という英語ですが、「４月の雨が

５月の花を連れてくる」という意味です。やはり、雨の５月の花を連れてくる」という意味です。やはり、雨の
降る時期や花が咲くタイミングは各国それぞれですね。降る時期や花が咲くタイミングは各国それぞれですね。

　他にもアメリカでよく使われる、花をイメージする　他にもアメリカでよく使われる、花をイメージする
「「SS

ス ト ッ プス ト ッ プ
toptop  aa

ア ン ドア ン ド
ndnd  ss

ス メ ー ルス メ ー ル
mellmell  tt

ザザ
hehe  rr

ロ ー ゼ スロ ー ゼ ス
osesoses」という言葉があります。」という言葉があります。

直訳すれば「足を止めてバラの香りを嗅ぐ」で、意味は直訳すれば「足を止めてバラの香りを嗅ぐ」で、意味は
「落ち着いて今という時をじっくり感じよう」です。「落ち着いて今という時をじっくり感じよう」です。
　春からあっという間に夏になるので、皆さんも足を止　春からあっという間に夏になるので、皆さんも足を止
めて今の季節を楽しんでみてはいかがですか。めて今の季節を楽しんでみてはいかがですか。

マイ ストーリーズマイ ストーリーズ

　このコーナーでは、日本一チャレンジに優しい教育環境で学ぶ市内高校生の姿を伝えています。
今回は「雲南探究アワード※」の様子をお知らせします。

　３月16日に「雲南探究アワード2025」と題して、大東高校、三刀屋高校、三刀屋
高校掛合分校の２年生がインターネット上で集い、雲南市を舞台に取り組んだ探究学
習の成果を発表し合いました。

※ 雲南式探究プログラム ( 自分を知り、地域〔他者〕から学び、社会〔誰か〕のために行動することを
体感するプログラム ) の成果発表の場

　各校の代表チームが発表し、対話を交えながら、
学校の枠を越えた学びの輪が広がりました。互いの
考えに触れ合う中で、生徒たちは新たな発見と学び
の楽しさを実感していました。

 高校生の声 
◦テクノロジー格差や仕事、米作り、獣害対策など、

さまざまなテーマに向き合う発表から、探究の面
白さを改めて感じました。

◦自分の住む地域にも関わる課題は特に興味を持っ
て聞くことができ、知らなかったことを学ぶ機会
となりました。将来にもつながる有意義な時間と
なりました。

◦自分たちの取り組みで地域の方が笑顔になり、活
動が後輩たちに受け継がれていくのがとても楽し
みです。

 教員の声 
◦どのチームからも、それぞれの地域課題に主体的

に取り組む姿勢が表れていました。

▲ 今年はいろいろなことがあり忙しいですが、花の香りを嗅げるよ
うに頑張りますね！ 画像撮影：ジャン　スーキ

▲インターネット上で集っている様子

▲成果発表をする生徒たち

▲感想を発表する生徒

HH
ハ ロ ーハ ロ ー

elloello  UU
う ん な んう ん な ん

nnannnan!!
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　今後の３競技の取り組みや選手の活躍に、引き続きエールをお願いします。

島根かみあり国スポ・全スポ開催へ向けて島根かみあり国スポ・全スポ開催へ向けて島根かみあり国スポ・全スポ開催へ向けて島根かみあり国スポ・全スポ開催へ向けて
【問】社会教育課　国スポ・全スポ準備室　℡0854-40-1073

　令和12年に島根県で開催予定の「島根かみあり国スポ・全スポ」。雲南市では「ソフトボール」、「レスリング」、
「ローイング」の３競技が開催されます。各競技の３月以降の活動状況や今後の予定を紹介します。

　３月７日～８日、「島根かみありオープン」が出雲ドームと隣接の少年野球・ソフトボール場で
開催され、雲南市に拠点を置く女子ソフトボールチーム「C

シ ト リ ン

itrine S
し ま ね

HIMANE」も参加されました。
　また、３月20日には出雲ドームで開催された「島根かみあり国スポ競技体験会」への参加、
３月28日には島根県立産業交流会館くにびきメッセで開催された「ＢＳＳまつりシゲキフェス」での競技
体験の実施など、精力的に活動されています。
　４月からは日本女子ソフトボールリーグのリーグ戦が開幕しており、市内では９月５日～６日に加茂中央
公園野球場で開催される予定です。

ソフトボール

Citrine SHIMANE
インスタグラム

島根かみあり
オープンの様子

　３月27日～29日、「令和 7年度 風間杯第69回全国高等学校選抜レス
リング大会」が東総合スポーツセンター（新潟市）で開催され、大東高校
レスリング部が出場されました。
　団体戦では、創部後初となる全国大会出場となり、団体戦・個人戦共に
チーム一丸となり、最後まで健闘されました。

レスリング

大会結果
　団体戦：１回戦敗退
　個人戦：55kg級　吾

あ

郷
ごう

煌
おう

介
すけ

選手　１回戦敗退　
　　　　　65kg級　金

かね

子
こ

峻
しゅんや

也選手　１回戦敗退
　　　　　71kg級　前

まえ

島
じま

拓
たく

実
み

選手　２回戦敗退
　　　　　　　　　 伊

い

内
ない

湊
みな

音
と

選手　５位入賞（ベスト８）

大会の様子

ローイング
　５月17日、「第14回さくらおろち湖お花見レガッタ」がさくらおろち湖ボートコースで開催されます。
市内外の多くのチームが参加される大会です。さくらおろち湖の自然も体感することができます。ぜひ会場
へ応援にお越しください。

昨年の
大会の様子



10市報うんなん 2026.5

雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

雲
南
病
院
だ
よ
り

　
令
和
８
年
４
月
よ
り
院
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
20
年

余
り
前
に
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

医
師
と
し
て
当
院
に
赴
任
し
て

以
来
、
私
自
身
こ
の
病
院
に
育

て
て
い
た
だ
い
た
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。
病
院
へ
の
恩
返
し
の

つ
も
り
で
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
当
院
は
昭
和
23
年
に
雲
南

共
存
病
院
と
し
て
病
床
数
50

床
の
病
院
と
し
て
こ
の
地
に
開

設
さ
れ
て
以
来
約
80
年
の
長
い

歴
史
を
持
つ
病
院
で
、
令
和
元

年
10
月
に
念
願
で
あ
っ
た
新
病

院
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎

え
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。
令
和
８
年
３
月
に
は
新

た
に
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
（
高

度
治
療
室
）
が
稼
働
し
、
雲
南

圏
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
さ

ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
昨
今
、
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
、
物
価
高
な
ど
を
背
景
に

多
く
の
自
治
体
病
院
が
厳
し

い
経
営
状
況
に
あ
り
、
当
院
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

高
齢
者
人
口
の
増
加
と
担
い
手

不
足
が
問
題
と
な
る
令
和
22

年
を
見
据
え
た
新
た
な
地
域

医
療
構
想
に
適
応
し
た
病
院

運
営
な
ど
難
し
い
舵
取
り
と
な

り
ま
す
。
経
営
改
善
努
力
を

行
う
と
と
も
に
、
医
療
従
事

者
の
確
保
、医
療
Ｄ
Ｘ
の
活
用
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
な

ど
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
の
安

全
・
安
心
な
生
活
を
守
る
た
め

の
質
の
高
い
医
療
を
維
持
し
、

雲
南
圏
域
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
病
院
と
し
て
の
長
い
歴
史
を

守
り
、
次
の
世
代
へ
と
つ
な
い

で
ま
い
り
ま
す
。

「
良
い
医
療
・

看
護
を
提
供
す
る
」

　
ご
く
当
然
の
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
良
い
医
療
・
看
護
と

は
「
誠
実
・
最
新
・
安
全
」
な

も
の
で
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。「
誠
実
」
と
は
患
者
さ

ん
に
寄
り
添
い
、
親
身
に
な
っ

て
取
り
組
む
医
療
・
看
護
で
す
。

「
最
新
」
と
は
ス
タ
ッ
フ
そ
れ

ぞ
れ
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
新
し

い
医
療
・
看
護
を
学
び
実
践
す

る
こ
と
で
す
。「
安
全
」
と
は

医
療
安
全
に
取
り
組
み
事
故

の
な
い
医
療
・
看
護
を
提
供
す

る
こ
と
で
す
。
教
育
・
研
修
に

も
力
を
注
ぎ
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ

と
り
が
技
術
的
に
も
人
間
的

に
も
成
長
で
き
る
職
場
を
め
ざ

し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
市
民
の

皆
様
の
信
頼
を
い
た
だ
け
る
と

考
え
ま
す
。

「
思
い
や
り
の
心
と

笑
顔
に
溢
れ
た
病
院
」

　
こ
れ
は
私
が
大
学
病
院
よ

り
赴
任
し
た
時
に
最
初
に
感

じ
た
当
院
の
印
象
で
す
。
親
切

で
優
し
い
ス
タ
ッ
フ
、
個
性
的

で
誠
実
な
同
僚
医
師
が
多
く
、

人
に
恵
ま
れ
た
仕
事
の
し
や
す

い
病
院
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の

印
象
は
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
病
院
の
長
所
を
さ
ら
に
伸

ば
し
、
ス
タ
ッ
フ
そ
れ
ぞ
れ
が

思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
患
者

さ
ん
や
同
僚
と
接
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

な
い
風
通
し
の
良
い
、
笑
顔
に

溢
れ
た
楽
し
い
職
場
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
私
自
身
、
医
療
安

全
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
長

く
関
わ
っ
た
経
験
を
生
か
し
、

働
き
や
す
い
職
場
の
環
境
づ
く

り
に
注
力
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
市
民
の
皆
様
に
も
居
心
地

良
く
治
療
に
専
念
し
て
い
た
だ

け
る
と
考
え
ま
す
。

　「
こ
の
病
院
は
優
し
い
人
が

多
く
て
居
心
地
が
い
い
」
と
市

民
の
皆
様
に
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
医
療
に
関
わ
る
人
と

し
て
最
も
大
切
な
、
誠
実
で
思

い
や
り
の
心
を
持
っ
た
人
を
育

て
る
こ
と
を
私
の
一
番
の
目
標

と
し
て
、
ま
た
当
院
の
基
本
理

念
で
あ
り
ま
す
「
地
域
に
親
し

ま
れ
、
信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る

病
院
」
を
め
ざ
し
、
誠
心
誠
意

職
務
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

院

　長
佐さ

　野の

　啓け
い

　介す
け

院
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

院
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
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雲南病院だより

リハビリテーション科　医長

　間
ま

口
ぐち

　太
たい

公
こう

【資�格】リハビリテーション科専門医
　これまで島根大学医学部附属病院を
ベースにリハビリテーション診療に従
事してきました。「動きにくい」、「飲

み込みにくい」、「介助が大変」などのお困り事がありま
したらぜひご相談ください。

外科　医長

　鈴
すず

木
き

　禎
てい

子
こ

【資�格】救急科専門医
　３年ぶりに雲南市立病院に戻ってき
ました。救急、外科が専門領域です。
市民の皆さんに安心して受けていただ

ける医療を提供します。よろしくお願いします。

泌尿器科　医長

　吉
よし

岡
おか

　彩
さ

織
おり

　島根大学医学部を卒業し、以降島根
大学で勤務していました。出身は新潟
県です。地域の皆さんのお役に立てる
よう、初心を忘れず日々精進します。

よろしくお願いします。

歯科口腔外科　医員

　坂
さか

田
た

　紀
のり

子
こ

【資�格】日本口腔外科学会認定医
　岡山大学歯学部を卒業し、初期研修
終了後の令和６年より島根大学で勤務
していました。地域医療に貢献できる

よう努めていきますのでよろしくお願いします。

外科　医員

　川
かわ

澄
すみ

　駿
しゅん

　雲南市の皆さんのお役に立てるよう
日々精進します。何卒よろしくお願い
します。

２階病棟　看護師

　田
た

部
なべ

　允
よし

啓
ひろ

　患者さん一人ひとりの健康の維
持、生活のサポートに尽力していき
ます。よろしくお願いします。

３階東病棟　看護師

　高
たか

見
み

　莉
り

李
り

　患者さん一人ひとりの生活を支え
ていけるように精一杯頑張ります。
よろしくお願いします。

３階東病棟　看護師

　鳥
と

谷
や

　汐
しお

里
り

　地域の皆さんに貢献していけるよ
う、笑顔を忘れず精一杯頑張ります。
よろしくお願いします。

３階西病棟　看護師

　植
うえ

田
だ

　鈴
り

音
ん

　雲南圏域の皆さんの支えになれる
よう頑張っていきます。よろしくお
願いします。

３階西病棟　看護師

　森
もり

山
やま

　美
み

紀
き

　患者さんとの関わりを大切にし、
信頼されるような看護師をめざして
精一杯頑張ります。よろしくお願い
します。

３階西病棟　看護師

　藤
ふじ

山
やま

　愛
めぐみ

　患者さん一人ひとりに寄り添い、
地域の皆さんの健康を少しでも手助
けできるように精一杯頑張ります。
よろしくお願いします。

４階西病棟　看護師

　安
あ べ

部　葉
は

月
づき

　地域医療を支える一員として、一
人ひとりの方と向き合い、よい看護
ができるように頑張ります。
　よろしくお願いします。

リハビリテーション技術科
作業療法士

　西
にし

田
た

　壮
まさ

成
なり

　地域医療を支える一員として貢献
できるよう尽力します。よろしくお
願いします。

栄養管理科　調理師

　高
たか

橋
はし

　透
とおる

�
　患者さんに喜んでもらえる食事を
提供できるように頑張ります。よろ
しくお願いします。

栄養管理科　調理師

　佐
さ

藤
とう

　史
ふみ

菜
な

�
　地域の皆さんの健康や生活を手助
けできるよう頑張ります。よろしく
お願いします。

新任医師紹介

新入職員紹介
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令和８年度　雲南市立病院組織体制令和８年度　雲南市立病院組織体制
■病院事業管理者：大

おおたに
谷　順

じゅん
　　■院長：佐

さ の
野　啓

けいすけ
介　　■統轄副院長：岩

い わ さ
佐　潤

じゅんじ
二

■副院長：三
み し ろ

代　剛
つよし

、百
ひゃくどみ

留　亮
りょうじ

治、太
お お た

田　龍
りゅういち

一　　■名誉院長：大
おおつか

塚　昭
あ き お

雄、西
にし

　英
ひであき

明　　■特別顧問：服
はっとり

部　修
しゅうぞう

三、瀬
せ じ ま

島　斉
ひとし

　代表電話番号 ℡0854-47-7500、市外局番はいずれも0854
　　　　　　　　　　　　　　　（　　）は兼務   ４月１日現在

部局名 科　名 職　　員　　名

診療局
　局長：（百留亮治）
　次長：（百留亮治）

内科 特別顧問：（服部修三）　　診療科部長：三宅仁美
消化器内科 診療科部長：三代　剛　　医長：原　拓史
外科 病院事業管理者：大谷　順　　副院長：百留亮治　　医長：長見　直、鈴木禎子　　医員：川澄　駿
整形外科 名誉院長：西　英明　　統轄副院長：岩佐潤二　　診療科部長：佐藤匡哉
小児科 特別顧問：瀬島　斉　　診療科部長：樋口　強
皮膚科 診療科部長：大藤　聡
産婦人科 診療科部長：今村加代
耳鼻いんこう科 院長：佐野啓介　　医長：亀田央純
泌尿器科 医長：杉谷智之、吉岡彩織
リハビリテーション科 名誉院長：大塚昭雄　　医長：石倉香澄、間口太公

地域ケア科
副院長：太田龍一　　診療科部長：笠　芳紀　　医長：西倉　希、山本なつみ　　
医員：藤森太一、阿部香澄、岡　耕平、佐藤　裕、小原有賀、（葛西薫美）、堀口顕代、川本さやか　　
事務局：（勝部琢治）

眼科 代務医師
脳神経外科 代務医師
精神科 代務医師
放射線科 代務医師
麻酔科 診療科部長：佐倉伸一、木村綾乃 
歯科口腔外科 医員：坂田紀子
循環器科 代務医師
神経内科 代務医師
糖尿病・内分泌内科 診療科部長：（三宅仁美）
血液内科 代務医師
呼吸器科 代務医師

部局名 科・課名（電話番号） 職　　員　　名

看護部
　部長：鳥

と や
谷美

み よ え
世枝

　次長：藤
ふじはら

原千
ち と せ

登勢
　次長：荒

あらすな
砂恵

え み こ
美子

　次長：藤
ふじはら

原祐
ゆ み

美

看護機能推進室 室長：（藤原千登勢）
外来看護科 師長：濵田亜希子
２階病棟看護科 師長：石橋睦美
３階東病棟看護科 師長：吉岡由美
３階西病棟看護科 師長：（藤原祐美）
４階東病棟看護科 師長：小川享子
４階西病棟看護科 師長：（荒砂恵美子）
４階中央病棟看護科 師長：秦　亜美
手術室看護科 師長：坪倉　幸

医療技術部
　部長：（三代　剛）
　次長：岩

い わ ま
間修

しゅうへい
平　

薬剤科 科長：本田正宏
検査技術科 科長：佐藤悦子
放射線技術科 科長：小林久和
リハビリテーション技術科 科長：吉岡健太郎
栄養管理科 科長：新田多智子

事務部
　部長：落

おちあい
合正

まさなり
成

　管理監：小
お が わ

川祐
ひろゆき

幸
　次長：菊

き く ち
地　亮

まこと

総務課　℡ 47-7532 課長：藤原富夫　　診療局秘書室長：（勝部琢治）
管財課　℡ 74-7533 課長：土江　隆
経営課　℡ 47-7529 課長：（菊地　亮）
医事課　℡ 47-7502 課長：新田文雄　　診療支援室長：須山絹恵

医療安全部
　部長：（岩佐潤二）
　次長：（岩間修平）

医療安全推進室 室長：松浦陽子

感染防止対策室 室長：茂富良太
地域医療部
　部長：（笠　芳紀）
　次長：渡

わたなべ
部初

は つ え
枝　

保健推進課　℡47-7510 課長：（渡部初枝）
地域連携室　℡47-7520 室長：深田真季
訪問事業課　℡47-7530 課長：錦織理恵

キャリアサポート・育成センター
　センター所長：（太田龍一） 
　センター副所長：（藤原千登勢）（岩間修平）

事務局長：勝部琢治

雲南市未来型連携推進センター
　センター所長：（大谷　順） 
　センター副所長：（太田龍一）（笠　芳紀）（落合正成）
　　　　　　　　 （渡部初枝）

室長：（勝部琢治）
調整官：（深田真季）

附属掛合診療所　℡62-0135
　所長：服部修三（医師） 
　副所長：（笠　芳紀）（医師） 
　事務長：（落合正成）　

医師：（大谷　順、西　英明、西倉　希、藤森太一、岡　耕平、佐藤　裕） 
歯科医師：（坂田紀子）
事務長補佐：（須山絹恵）
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○内科外来：糖尿病科・内分泌内科・血液内科・呼吸器内科・循環器科・神経内科（予約が必要です）。
○乳腺外来、下肢静脈瘤外来：外科外来で行っています（予約が必要です）。
○禁煙外来：毎週火曜日、木曜日の午前中に外科外来で行っています（予約が必要です）。
○ペイン外来：外科外来で行っています（予約が必要です）。新規患者の方はお問い合わせください。
○小児神経外来：毎週月曜日・金曜日の午後14：00から小児科外来で行っています（予約が必要です）。
○６～８ヵ月乳児健診：毎週火曜日午後（13：00～14：00）小児科外来で行っています（予約が必要です）。
○小児ワクチン外来：毎週火曜日・水曜日の午後（14：00～16：00）小児科外来で行っています（予約が必要です）。
○コンタクト外来：現在行っていません。

診療科 予約の
有無

月 火 水 木 金
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後

整 形 外 科

代務医師 - 岩佐　潤二 - 代務医師 - 岩佐　潤二 - 岩佐　潤二 -

西　　英明 - 西　　英明 - 西　　英明 - - - 代務医師 -

岩佐／佐藤 - 佐藤　匡哉 -
代務医師

（リウマチ・膠原病内科）
（4/1,15）

- 佐藤　匡哉 - 佐藤　匡哉 -

皮 膚 科 大藤　　聡 - 大藤　　聡 - 代務医師 - 大藤　　聡 - 大藤　　聡 -

脳 神 経 外 科 - - 代務医師
（9:30 ～診察） - - - - - 代務医師

（9:30 ～診察） -

麻 酔 科 - - - - - - - - - -

外 科

一部
予約 百留　亮治 - 大谷　　順

（初診・一部予約） - 大谷　　順 - 大谷　　順
（再診のみ） - 百留　亮治 代務医師

（4/10）

一部
予約 川澄　　駿 - 長見　　直 - 担当医 - 鈴木　禎子 - 長見　　直 -
一部
予約 - - - - - - - - 代務医師

（4/10） -

泌 尿 器 科 杉谷　智之 - - - 吉岡　彩織 - 杉谷　智之 - 杉谷　智之 -

耳 鼻 い ん こ う 科 亀田　央純 佐野　啓介 
14:30 ～ 佐野　啓介 - 佐野　啓介 - 亀田　央純 - 佐野　啓介 佐野／亀田 

14:30 ～

小 児 科
一部
予約 -

瀬島　　斉 
（予約のみ）

（小児神経外来）
瀬島　　斉 - - 樋口　　強

（予約のみ） 瀬島　　斉 瀬島　　斉 
（第２、４） -

瀬島　　斉 
（予約のみ）

（小児神経外来）
一部
予約 樋口　　強 樋口　　強 樋口　　強

（予約のみ）
6 ～ 8 ヵ月乳健
ワクチン外来 樋口　　強 ワクチン外来

１ヵ月健診 - 樋口　　強 
（第 1,3,5） 樋口　　強 樋口　　強

内
　
　
　
　
　科

初 診
川本さやか - 阿部　香澄 - 岡　　耕平 - 堀口　顕代 - 佐藤　　裕 -

笠　　芳紀 - 西倉　　希 - 山本なつみ - 阿部　香澄 - 藤森　太一 -

再 診

予約 堀口　顕代 - 岡　　耕平 - - - - - 川本さやか -

予約 服部　修三 - 服部　修三
（肝臓専門） - 佐藤　　裕 - 太田　龍一

（リウマチ・膠原病科） 笠　　芳紀 太田　龍一
（リウマチ・膠原病科） -

予約 藤森　太一 - 太田　龍一
（リウマチ・膠原病科） - 阿部　香澄 - 西倉　　希 - 山本なつみ

（呼吸器内科） -

糖尿病・内分泌内科 予約 三宅　仁美 - - - 三宅　仁美 - - - 三宅　仁美 -

血 液 内 科 予約 - - 代務医師 - - - - - - -

呼 吸 器 科 予約 - - - - - - 代務医師 - - -

循 環 器 科 予約 代務医師 - - - 代務医師 - 代務医師 - 代務医師 -

神 経 内 科 予約 - - 代務医師 - - - - - - -

消 化 器 内 科 初診
再診 - - - - 三代　　剛 - 原　　拓史 - - -

眼 科
「 完 全 予 約 制 」 予約 - - 代務医師 - 代務医師 - 代務医師 - - -

精 神 科 初診
予約 - - 代務医師 - 代務医師 - 代務医師 - - -

産 婦 人 科 一部
予約 今村　加代 - 今村　加代 - 今村　加代 - 今村　加代 - 今村　加代 -

リハビリテーション科
「 紹 介 患 者 の み 」 間口　太公

大塚　昭雄 大塚　昭雄
間口　太公

大塚　昭雄

間口　太公 間口　太公 間口　太公 
代務医師（4/17）

歯 科 口 腔 外 科 - - 坂田　紀子
「紹介患者のみ」 - 坂田　紀子

「紹介患者のみ」 - - - - -

受　付　時　間
新患受付

午　　前  　８：３０ ～ １１：００
午　　後  １３：００ ～ １６：００（午後の診察がある診療科のみ）

再来受付
午　　前  　７：１５ ～ １１：００
午　　後  １３：００ ～ １６：００（午後の診察がある診療科のみ）

休　　診　　日 　土、日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）
　※救急の場合は、休診日や診療時間帯にかかわらず対応します。

面　会　時　間 14：00～19：00の間で1回30分まで

雲南市立病院　外来診療担当医一覧表
＜所在地＞
〒 699-1221
雲南市大東町飯田 96-1
℡ ０８５４- ４７- ７５００（代）
Fax ０８５４- ４７- ７５０１
＜ホームページ＞
https://unnan-hp.jp/

４月１日現在

診療・予約などに関する問い合わせは　℡ 0854-47-7500 ㈹　まで連絡してください。
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○診療科　　総合診療科、整形外科、歯科 
○診療時間　  9：00～11：00
　　　　　　13：30～15：00 

附属掛合診療所　診療担当医一覧表 ４月１日～

月 火 水 木 金

総合診療科
午前 西倉　　希 佐藤　　裕 藤森　太一 服部　修三 大谷　　順（第 1・3 週）

岡　　耕平（第 2・4・5 週）

午後 西倉　　希 佐藤　　裕（第 1･3･4･5 週） 藤森　太一 服部　修三 大谷　　順（第 1 週）
（波多診療室）

整 形 外 科
午前 ― ― ― ― ―
午後 ― 西　　英明（第２週） ― ― ―

歯　　科
午前 坂田　紀子 ― ― 坂田　紀子 坂田　紀子
午後 坂田　紀子 ― ― 坂田　紀子 坂田　紀子

○診療体制　所　　　長　　　　　　　　服部修三（市立病院特別顧問） 
　　　　　　総合診療科　　　　　　　　大谷   順（雲南市病院事業管理者）　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西倉　希（市立病院地域ケア科医長） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤森太一（市立病院地域ケア科医員）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡　耕平（市立病院地域ケア科医員） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　裕（市立病院地域ケア科医員）
　　　　　　整 形 外 科（第２火曜日）　 西　英明（市立病院名誉院長） 
　　　　　　歯　　　科　　　　　　　　坂田紀子（市立病院歯科口腔外科医員）

雲南市立病院 院内サロン
～心のよりどころになることを願って～ ふれ愛♥

　患者さんや家族同士が交流し、話をしたり気持ちを分かち
合ったりすることは、心の支えとなり、前向きに暮らせるよう
になると言われています。
　当院の院内サロン「ふれ愛♥」は、病気治療中の方はもちろ
ん、ご家族の方、その他どなたでも利用できます。ぜひ気軽に
お越しください。
　　※感染対策上、入院されている方は原則利用できません

ふれ愛♥ふれ愛♥は患者さん、ご家族の
集いの場です。

気軽にお越しください。
プライバシーは守ります。

令和８年度 開催予定表令和８年度 開催予定表

４月 
10日（金）
24日（金）

10月 
９日（金）
23日（金）

５月 
８日（金）
22日（金）

11月 
13日（金）
27日（金）

６月 
12日（金）
26日（金）

12月 
11日（金）

７月 
10日（金）
24日（金）

１月 
８日（金）
22日（金）

８月 
28日（金）

２月 
12日（金）
26日（金）

９月 
11日（金）
25日（金）

３月 
12日（金）
26日（金）

令和９年

場所　雲南市立病院　本館１階北側 (カフェスペース )本館１階北側 (カフェスペース )
時間　１３：３０～１５：３０
　　　　※参加費、予約は必要ありません   　
　　　　※各自、飲物持参とマスク着用をお願いします

今年度より開催場所がカフェスペースに変更になりました

【問い合わせ先】　雲南市立病院 
℡：0854-47-7510　保健推進課

：0854-47-7520　地域連携室
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雲南病院だより

「雲南の暮らし」をもっと知りたい「雲南の暮らし」をもっと知りたい
　２月10日から３月25日にかけて、雲南市立病院でイ
ンターンシップをさせていただきました。普段は出雲で
医師をめざして学んでいますが、普段大学の中で過ご
すだけでは見えない、島根で暮らす人やその暮らしに
ついてもっと知りたいと思っていました。そんな時、イ
ンターンシップの募集を見つけて参加しました（インター
ンシップ期間中は木次で共同生活を送りました）。
　インターンシップのミッションは、学生の目線で「地
域に開かれた病院をつくる」をテーマに、課題を探り、
解決策を提案すること。病院内だけでなく、他の医療
機関や介護施設、市役所、がんサロンやコミュニティ
ナースの皆さんの活動現場を歩き、たくさんの方にイン
タビューをさせていただきました。

活動で感じたこと活動で感じたこと
　活動を通じて驚いたのは、医療者も、医療者でなく
ても、地域に安心を届けようと日々活動される方の多
さと、一人ひとりの目の前の人に寄り添う力の豊かさで
した。雲南市には既に素晴らしい「支え合う土壌」、「病
気になった時に支えてくれるセーフティネット」がたくさ
んあるということです。しかし一方で、「利用者が少な
い」、「担い手がいない」といった惜しい声も耳にしまし
た。せっかくあるセーフティネットを、ちゃんと使える
状態にしておくために何が必要か、を考えることになり
ました。
　また、地域の皆さんの声を聞く中で、雲南市立病院
に対して、「自身や親が入院することになっても安心」
と思えるような病院であってほしいという思いが生ま
れ、そのためには何が必要かということも考えました。
　この２つの問いに対して今の私が出した答えは、制
度以上に「顔見知りの関係」や「地域のつながり（社会
関係資本）」が重要なのではないかということです。一
人ひとりの思いを聞いていたので、それが伝わりさえす
れば、きっといい場が生まれ、そんな場でのつながり
が未来の安心を作るのではないかと考えました。

「茶話会」の開催「茶話会」の開催
　そんな思いを形にするため、最終週には病院１階の
カフェスペースを使い「茶話会」を開催しました。保健
師、看護師、医師、薬剤師、医療職以外の病院スタッ
フ、コミュニティナースの皆さんに協力いただき、ホッ
と一息つきながら、病院スタッフの「人となり」を知っ
てもらう場をめざしました。
　当日は健康相談だけでなく、農業やお仕事の話など、
雲南市の日常をたくさん教えていただける温かい会とな
りました。スタッフからも「職種を越えてすぐに相談で
きた」、「普段接点のない地域の方と話せて楽しかった」
という声が上がり、私自身も「つながる喜び」を肌で感
じることができました。

雲南市の皆さんに支えられて雲南市の皆さんに支えられて
　インターン期間中、私は雲南市の皆さんから数えき
れないほどのサポートと「おもてなし」をいただきました。
人のために一歩踏み出せる温かい方々がたくさんいるこ
とが、雲南市の強みだと思います。
　雲南市で暮らす皆さんがつながりや生きがいを感じ
られ、そして病気や困難を抱えた時は助けを求められ
る地域、その声に一丸となって応えられる地域であって
ほしいと思います。私もこれから、「雲南市で出会った
素敵な人たちのために勉強するんだ」という決意を胸
に、学生生活を歩んでいきます。
　温かく迎えてくださった雲南市の皆さん、本当にあ
りがとうございました

２～３月、「雲南コミュニティキャンパス」のプログラム
により、大学生の中村さんのインターンシップを受け入れ
ました。中村さんの感想と報告をお知らせします。�

まちまるごと
インターンシップ

詳細はホームページ（https://unnan-hp.jp）をご確認いただくか総務課まで問い合わせください。

【問い合わせ先】雲南市立病院　総務課　℡0854-47-7532（直通）

正規職員 会計年度任用職員

職員を募集しています！職員を募集しています！

職種：看護師、助産師、薬剤師 職種：看護師、准看護師、調理師（員）

茶話会の様子
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【問い合わせ先】こども家庭支援課　℡0854-40-1047

　
研
究
所
の
20
年
は
、「
人
の

思
い
」
に
よ
っ
て
紡
が
れ
て
き

た
歴
史
と
も
言
え
ま
す
。「
身

体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な

ん
」
が
設
立
さ
れ
た
の
は
平
成

18
年
４
月
。
開
所
に
際
し
、
周す

藤と
う

寛か
ん

洲し
ゅ
うさ
ん
（
研
究
所
設
立
準

備
委
員
・
雲
南
市
初
代
健
康
福

祉
部
長
、
雅
号 

白は
く

鳳ほ
う

）
よ
り

書
作
品
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。
作
品
は
、
木
板
に
力
強

く
書
か
れ
た
「
雲
従
龍
」
の
三

文
字
で
す
。

　「
雲
従
龍
」
は
、
中
国
古
典

「
易え

き

経き
ょ
う

」
に
見
ら
れ
る
表
現
で
、

「
雲
は
龍
に
従
い
、
風
は
虎
に

従
う
」
と
い
う
、
龍
は
雲
を
、

虎
は
風
を
呼
ぶ
と
さ
れ
た
古
代

中
国
の
自
然
観
に
由
来
す
る
言

葉
で
す
。
同
じ
気
質
や
志
を
持

つ
者
同
士
は
自
然
と
引
き
合
う

と
い
う
意
味
が
あ
り
、
転
じ
て

　元気な心と体を育むためには、「食事」、「運動」、「睡眠」といった基本的な生
活習慣を乳幼児期から整えることが大切です。生活習慣はこどもの頃からの積み
重ねであり、生活リズムが乱れていると、将来的な健康と成長にも大きな影響を
与えます。家族のライフスタイルを大切に、今の生活に取り入れやすいことから
家族みんなで意識していきましょう。

「
優
れ
た
指
導
者
の
も
と
に
は

賢
明
な
人
材
が
集
ま
る
」
と
い

う
例
え
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま

す
。
龍
や
虎
は
古
来
よ
り
東
ア

ジ
ア
文
化
に
お
い
て
力
や
徳
を

象
徴
す
る
霊
獣
と
さ
れ
、
書
の

題
材
と
し
て
も
重
ん
じ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
語
は
、
研
究

所
の
門
出
に
ふ
さ
わ
し
い
吉
祥

の
言
葉
と
し
て
選
ば
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
あ
れ
か
ら
20
年
。
研
究
所
は

そ
の
書
の
と
お
り
、
優
れ
た
専

門
家
は
も
と
よ
り
、
市
内
外
の

多
く
の
人
々
が
出
会
い
、
集
い
、

交
流
し
、
つ
な
が
り
と
連
携
協

力
の
輪
を
広
げ
る
拠
点
の
一
つ

と
な
り
ま
し
た
。

　
研
究
所
の
理
念
や
志
に
共
鳴

す
る
多
く
の
仲
間
が
集
い
、
新

た
な
価
値
を
創
造
し
て
い
く
場

と
な
る
よ
う
に
　
　
。

　
周
藤
寛
洲
さ

ん
か
ら
贈
ら
れ

た
「
雲
従
龍
」

の
書
は
、
研
究

所
設
立
時
の
願

い
を
象
徴
す
る

も
の
と
し
て
、

開
所
以
降
大
切

に
研
究
所
内
に

掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

１．毎日朝ごはんを１．毎日朝ごはんを
食べましょう食べましょう

　朝ごはんは、脳や体が元気に活動
するためのエネルギー源となりま
す。
　簡単な朝食レシピを市ホームペー
ジで紹介しています。参考にしてみ
てください。

２．楽しく体を動かそう２．楽しく体を動かそう
　体を使った遊びは基礎体力の向上
だけでなく、友達や家族と一緒に体
を動かすことでコミュニケーション
能力を育む効果があります。日中に
たっぷり体を動かすことは、その日
の良質な睡眠にもつながります。

３．早寝早起きは３．早寝早起きは
良い生活習慣の第一歩良い生活習慣の第一歩

　決まった時間に起床・就寝するこ
とで体内時計が整います。メディア
から発せられる光や音は、脳に刺激
を与え、寝付きにくくなるため、家
族で利用時間を決め、寝る30分～
１時間前には消すよう心掛けましょ
う。

こんにちは、

です。

249

保健師保健師保健師保健師
乳幼児期からの生活リズムが大切です！

連絡先：℡0854-49 -9050

お
か
げ
さ
ま
で
20
年

～「
雲く
も
は
り
ゅ
う
に
し
た
が
う

従
龍
」
の
書
～

多
く
の
仲
間
が
集
い
、

新
た
な
価
値
を
創
る
拠
点

寄贈された「雲従龍」の書

市ホームページ
「朝ごはんを食べよう！」
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

令
和
８
年
度
慰
霊
巡
拝
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
実
施

市
民
生
活
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
に

よ
り
令
和
８
年
度
慰
霊
巡
拝
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
派
遣
地
域
は
、
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、硫
黄
島
、フ
ィ

リ
ピ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
参
加
条
件
や
遺
族
要
件
な
ど
の

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

　
℡
０
８
５
２-

22-

５
２
４
０

令
和
８
年
経
済
セ
ン
サ
ス
・ 

　
　
　 

活
動
調
査
の
実
施
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
広
聴
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
１
５

　
総
務
省
・
経
済
産
業
省
（
島
根

県
、
雲
南
市
）
で
は
、
６
月
１
日

を
基
準
日
と
し
て
、「
令
和
８
年

経
済
セ
ン
サ
ス

－

活
動
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
国
内
全
て
の
事
業

所
を
対
象
と
し
て
お
り
、
日
本
に

お
け
る
事
業
所
・
企
業
の
経
済
活

動
を
全
国
や
地
域
別
に
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
重
要
な

統
計
調
査
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
回

答
で
き
ま
す
。
調
査
に
関
す
る
書

類
が
届
き
ま
し
た
ら
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

暮
ら
し
・
手
続
き

暮
ら
し
・
手
続
き

６
月
１
日
は 

　
　
人
権
擁
護
委
員
の
日

人
権
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
悩
み
事

や
困
り
事
を
お
持
ち
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
た
日
（
昭
和
24
年
６
月
１
日
）

を
記
念
し
て
、
６
月
１
日
を
「
人

権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
全

国
的
に
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

す
る
な
ど
、
人
権
へ
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
島
根
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

と
松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局
で

は
人
権
擁
護
委
員
の
日
に
合
わ

せ
、
次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

開
設
日
　
６
月
１
日
㈪

【
大
東
町
】

時
間
　
10
時
か
ら
正
午
ま
で

場
所
　
大
東
総
合
セ
ン
タ
ー

【
加
茂
町
】

時
間
　
９
時
か
ら
正
午
ま
で

場
所
　
加
茂
総
合
セ
ン
タ
ー

【
吉
田
町
】

時
間
　
13
時
か
ら
15
時
30
分
ま
で

場
所
　
吉
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

開
設
日
　
６
月
２
日
㈫

【
木
次
町
】

時
間
　
13
時
か
ら
16
時
ま
で

場
所
　�

木
次
経
済
文
化
会
館
チ
ェ

リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル

【
三
刀
屋
町
】

時
間
　
13
時
か
ら
16
時
ま
で

場
所
　
三
刀
屋
総
合
セ
ン
タ
ー

【
掛
合
町
】

時
間
　
９
時
か
ら
正
午
ま
で

場
所
　
掛
合
ま
め
な
か
セ
ン
タ
ー

５月12日は「民生委員・児童委員の日」

【問】健康福祉総務課　℡ 0854-40-1041

５月12日～18日の１週間は「活動強化週間」です。

　民生委員制度は、大正６年に岡山県で誕生した ｢済世顧問制度｣ を始まりとし、100年以上の歴史
があります。「民生委員・児童委員」は、地域住民の皆さんの生活上の困り事や心配事に関する相談
に応じ、適切な支援やサービスへの「つなぎ役」を果たすなど、
地域福祉の担い手として地域や住民に密着した活動に日々取り組
まれています。また、こどもや子育てに関する支援を専門に担当
する主任児童委員は、学校や児童福祉の関係機関と連携した活動
に取り組まれています。　�
　誰もが住み慣れた地域で安心して生活できるよう、暮らしを見
守る「民生委員・児童委員」を身近に感じていただき、生活課題
の解決に向けたさまざまな活動について一層のご理解ご協力をお
願いします。
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住まいに関する助成制度

助成内容 民間賃貸住宅の居住に要する家賃の1/2（最大12ヵ月間）
上限２万円／月、子育て世帯上限３万円／月

条件など

【市内就業者】
・市外在住で、市内の事業所へ通勤している方
・市外在住で、新たに市内の事業所へ就職する方
【新婚世帯】
�・婚姻（再婚を含む）の日から１年以内の新婚世帯�
※市内在住者を含めた新婚世帯も対象です。

新たに市内の民間住宅に入居する場合に、家賃の一部助成を行います。
市内の民間賃貸住宅への入居をお考えの方へ うんなん暮らし推進課　℡0854-40-1014

助 成 内 容 島根県「しまね長寿・子育て安心住宅リフォーム助成」への上乗せ助成
対象改修費の1/3（上限30万円）

条 件 な ど
・子育て世帯などが行う、既存の個人住宅などの住宅リフォームであること
・県の事業要件で交付決定されたもの
・市内に本社を有する法人、個人事業主の施工によること

子育て世帯などの住宅リフォームに要する費用に対して助成を行います。
うんなん暮らし推進課　℡0854-40-1014住まいのリフォームをお考えの方へ

建築住宅課　℡0854-40-1065

助 成 内 容
①補強設計費の23％（上限10万円）　
②補強工事の23％（上限110万円）
③補強に伴う解体工事の23％（上限50万円）

条 件 な ど ・レッドゾーン内の住宅であること
・事前相談で対象となった場合、事業は令和９年度に行います。

レッドゾーン等の危険な箇所にお住まいの方へ（10月末まで事前相談を受け付けます）
住宅の補強に対して助成を行います。

建築住宅課　℡0854-40-1065住宅の耐震化に対して助成を行います。

助 成 内 容
①耐震診断費の90％（上限 ６万円）　　
②耐震改修工事費の80％（上限115万円）
③建替工事費の80％（上限115万円） 　
④解体工事費の23％（上限40万円）

条 件 な ど
・昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅
・市内に本社を有する法人、個人事業者の施工によること
・事前の申請をすること

住まいの耐震改修などをお考えの方へ（12月末まで申請を受け付けます）

助 成 内 容 ブロック塀の除却または建て替え工事費（限度額８万円／ｍ）の2／3
（上限26万４千円）

条 件 な ど
・通学路に面して設置されたもので安全対策が必要なもの
・市内に本社を有する法人、個人事業者の施工によること
・事前の申請をすること

ブロック塀の安全対策に対して助成を行います。 建築住宅課　℡0854-40-1065
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助 成 内 容

①住宅の建設・購入など（上限465万円）　
②土地購入費（上限206万円）　
③敷地造成費（上限60万８千円）　
④除却費（上限97万5千円） 
⑤引越し費用など（上限97万5千円）

条 件 な ど
・上記①～③については、金融機関から融資を受けた場合の利息返済額が対象
・ レッドゾーン内の住宅、勾配が30度以上で高さが２ｍを超えるがけに近接している住

宅のどちらか
・事前相談で対象となった場合、事業は令和９年度に行います。

建築住宅課　℡0854-40-1065住宅の移転に対して助成を行います。

空き家対策室　℡0854-40-1066

助 成 内 容
雲南市防災計画において避難路に指定される道路や通学路などに面した建築物で、不良住
宅と判定された空き家（危険空き家）の、解体工事費用の一部を助成
【補助率等】対象工事費の８／10×1／2（上限100万円）

条 件 な ど

・ 事前申請をすること（事前申請後に市が行う調査で「不良住宅」と判定した住宅が補助
対象となります）

・ 主たる構造が木造であるもの
・ 建物の倒壊により雲南市防災計画において避難路に指定される道路や通学路などに影響

を及ぼす恐れのあるもの（軒の高さが、建築物と道路の境界線までの距離を超えるもの） 
※ 雲南市立地適正化計画の居住誘導区域内においては、軒の高さが建築物と隣地の境界

線までの距離を超えるものも対象。
・ 県内に本社か営業所のどちらかを有する法人、個人事業者の施工によること　など

危険な空き家の除却に対して助成を行います。
空き家の除却をお考えの方へ（12月末まで申請を受け付けます）

うんなん暮らし推進課　℡0854-40-1014

助 成 内 容 民間住宅地購入に要する経費の1/10（上限100万円）

条 件 な ど
・子育て世帯であること
・民間住宅地の購入であること 
・所有権移転登記が完了していない土地であること

住宅の取得を目的として、宅地を購入する子育て世帯へ購入費の助成を行います。
住宅用宅地の購入をお考えの方へ

女
性
弁
護
士
相
談

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
４-

42-

５
６
７
８

　
法
律
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
希

望
さ
れ
る
女
性
を
対
象
に
、
女
性

弁
護
士
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

　
希
望
す
る
方
は
相
談
日
の
前
日

ま
で
に
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

　
５
月
15
日
㈮
　
13
時
30
分
か
ら

15
時
40
分
ま
で
（
４
枠
・
先
着
順
）

【
会
場
】

　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

【
相
談
の
内
容
例
】

　
結
婚
、
離
婚
、
養
育
費
、
慰
謝

料
、
養
子
縁
組
、
パ
ー
ト
ナ
ー
等

か
ら
の
暴
力
、
財
産
の
相
続
、
借

金
の
返
済
、
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ
ハ

ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
で
お
悩
み

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
申
込
先
】

℡
０
８
５
４-

42-

３
８
３
８

（
女
性
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）
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に
支
障
が
あ
る
こ
と
か
ら
更
新
す

る
必
要
の
あ
る
場
合
の
ど
ち
ら
か

で
、
ご
み
集
積
施
設
に
係
る
設
置

の
経
費
が
１
万
円
以
上
で
、
利
用

す
る
自
治
会
の
世
帯
が
５
世
帯
以

上
で
あ
る
こ
と
（
修
繕
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
）。

【
補
助
金
額
】

　
ご
み
集
積
施
設
設
置
経
費
の
３

分
の
１
か
、
利
用
世
帯
数
に
５
千

円
を
乗
じ
た
額
の
い
ず
れ
か
低
い

方
の
額
（
上
限
10
万
円
）

【
そ
の
他
】

・�

過
去
に
こ
の
補
助
金
の
制
度
を

利
用
し
て
ご
み
集
積
施
設
を
設

置
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

・�

予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま

す
。

【
申
請
書
提
出
先
】

　
環
境
政
策
課
、
総
合
セ
ン
タ
ー

市
民
福
祉
課
・
市
民
サ
ポ
ー
ト
課

太
陽
光
発
電
設
備
補
助
金

環
境
政
策
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
令
和
８
年
度
太
陽
光
発
電
設
備

等
導
入
促
進
事
業
補
助
金
の
申
請

を
募
集
し
ま
す
。

　
交
付
申
請
書
受
付
開
始
は
５
月

中
旬
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
募

集
開
始
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
〕

【
補
助
上
限
】
４
kW

【
補
助
単
価
】

　
市
内
事
業
者
と
契
約
し
て
設
置

す
る
場
合
、
１
kW
あ
た
り
３
万
円

（
最
大
12
万
円
）

　
そ
れ
以
外
の
島
根
県
内
事
業
者

と
の
契
約
な
ど
に
よ
り
設
置
す
る

場
合
は
１
kW
あ
た
り
２
万
５
千
円

（
最
大
10
万
円
）

　
い
ず
れ
の
場
合
も
Ｆフ

ィ
ッ
ト

Ｉ
Ｔ
（
固

定
価
格
買
取
制
度
）
認
定
を
取
得

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〔
蓄
電
池
〕

　
新
設
か
既
設
の
い
ず
れ
か
の
太

陽
光
発
電
設
備
と
電
力
系
統
を
つ

な
ぐ
蓄
電
池
の
導
入
設
置
を
補
助

し
ま
す
。

【
補
助
単
価
】

　
市
内
事
業
者
と
契
約
し
て
設
置

す
る
場
合
は
蓄
電
池
設
置
経
費
に

対
し
て
上
限
10
万
円
。

　
雲
南
市
以
外
の
島
根
県
内
事
業

者
と
契
約
な
ど
を
し
て
設
置
す
る

場
合
は
蓄
電
池
設
置
経
費
に
対
し

て
上
限
５
万
円
。

　
詳
細
は
、
左
記
の
提
出
先
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
】

　
環
境
政
策
課
、
総
合
セ
ン
タ
ー

市
民
福
祉
課
・
市
民
サ
ポ
ー
ト
課

生
活
に
困
っ
た
方
の 

　
　
　
　
　
　
相
談
窓
口

健
康
福
祉
総
務
課

℡
０
８
５
４-
40-

１
０
４
１

　
離
職
や
債
務
の
返
済
な
ど
生
活

全
般
に
わ
た
る
困
り
事
や
不
安
を

抱
え
て
い
る
方
は
相
談
く
だ
さ
い
。

　
専
門
の
支
援
員
が
相
談
を
受

け
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か

を
相
談
者
と
一
緒
に
考
え
、
具
体

的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
寄

り
添
い
な
が
ら
自
立
に
向
け
た
支

援
を
行
い
ま
す
（
生
活
保
護
を
受

給
中
の
方
は
除
き
ま
す
）。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
ま
ず
は
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
周
り
で
お
困

り
の
方
が
い
る
場
合
は
そ
の
方
に

も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

雲
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
生
活
支

援
・
相
談
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
８
５
４-

45-

３
９
３
３

ご
み
集
積
施
設
整
備
費 

　
　
　
　
　
　
　
補
助
金

環
境
政
策
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
令
和
８
年
度
の
ご
み
集
積
施
設

整
備
費
補
助
金
の
申
請
を
募
集
し

ま
す
。

【
補
助
対
象
】

　
新
規
に
設
置
す
る
場
合
か
収
集

農
作
物
鳥
獣
被
害 

　
防
止
対
策
事
業
補
助
金
　

林
業
振
興
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
５
６

　
農
作
物
を
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
鳥

獣
に
よ
る
被
害
か
ら
守
る
た
め

の
、
防
護
柵
等
の
購
入
・
設
置
に

対
し
そ
の
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

　
市
内
で
農
作
物
の
栽
培
・
収
穫

を
行
う
方

【
補
助
対
象
物
】

　
今
年
度
購
入
予
定
の
電
気
牧

柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
・
ガ
ル

バ
リ
ウ
ム
鋼
板
・
ト
タ
ン
・
防
鳥

ネ
ッ
ト
・
シ
カ
ネ
ッ
ト

【
補
助
率
な
ど
】

・
資
材
購
入
費
の
３
分
の
１
以
内

・
事
業
費
２
万
円
未
満
は
対
象
外

【
事
業
費
上
限
額
】

・
個
人
　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

・�

共
同
３
戸
以
上
・
法
人
40
万
円

・�

ク
マ
対
策
（
電
気
牧
柵
、
柿
な

ど
の
果
樹
ト
タ
ン
巻
き
用
の
ト

タ
ン
）�

50
万
円

【
そ
の
他
】

・�

既
設
防
護
柵
の
更
新
も
対
象
と

な
り
ま
す
。
詳
細
は
林
業
振
興

課
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・�
今
年
度
内
に
事
業
を
実
施
さ
れ

る
も
の
に
限
り
ま
す
。

・�

提
出
書
類
は
資
材
購
入
前
に
提

出
く
だ
さ
い
。

【
提
出
書
類
】

　
申
請
書
・
計
画
図
・
見
積
書

【
申
請
期
限
】
12
月
25
日
㈮

木
材
利
用
促
進
事
業
費 

　
　
　
　
　
　
　
補
助
金

林
業
振
興
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
５
６

　
市
産
木
材
の
利
用
促
進
と
林

業
・
木
材
産
業
の
持
続
的
発
展
や

脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め
、
市
産
木
材
を
利
用
し
た

住
宅
・
非
住
宅
建
築
物
な
ど
の
施

工
に
対
し
、
市
産
木
材
の
使
用
量

に
応
じ
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

【
補
助
対
象
者
】

・�

雲
南
市
に
住
民
登
録
を
有
す
る

方
（
住
宅
新
築
に
伴
い
、
工
事

完
了
後
雲
南
市
に
住
民
登
録
さ

れ
る
方
を
含
む
）

・�

市
内
に
事
務
所
か
事
業
所
の
ど

ち
ら
か
を
有
す
る
事
業
者
（
新

た
に
市
内
に
事
務
所
な
ど
を
建

築
す
る
事
業
者
を
含
む
）

【
補
助
対
象
建
築
物
な
ど
】

　
市
産
木
材
を
使
用
し
て
施
工
す

る
建
築
物
等
の
新
築
、
改
築
、
増

築
、
修
繕
、
内
外
装
木
質
化
、
外

構
木
質
化

【
補
助
金
額
】

・�

市
産
木
材
建
築
材
（
構
造
材
・

下
地
材
・
造
作
材
）
１
㎥
当
た

お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
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り
３
万
円
（
上
限
60
万
円
）

・�

市
産
木
材
内
外
装
材
・
市
産
木

材
外
構
材
　
１
㎡
当
た
り
３
千

円
（
上
限
15
万
円
）

　
詳
細
は
林
業
振
興
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
事
業
の
概
要

や
申
請
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

森
林
バ
イ
オ
マ
ス 

　
　
　
推
進
事
業
補
助
金

林
業
振
興
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
５
６

　
市
内
の
森
林
資
源
の
活
用
促
進

に
よ
る
森
林
環
境
保
全
、
地
球
温

暖
化
の
防
止
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、

次
の
活
動
に
対
し
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

①�

市
民
参
加
型
収
集
運
搬
シ
ス

テ
ム
林
業
機
械
導
入
事
業

【
補
助
対
象
経
費
】

　
林
地
残
材
搬
出
の
た
め
に
導
入

す
る
林
業
機
械
（
チ
ェ
ン
ソ
ー
な

ど
）
の
購
入
経
費

【
補
助
金
額
】

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１

（
上
限
10
万
円
）

②
薪
ス
ト
ー
ブ
等
導
入
事
業

【
補
助
対
象
経
費
】

　
薪
な
ど
を
燃
料
と
す
る
ス
ト
ー

ブ
や
ボ
イ
ラ
ー
の
本
体
購
入
経
費

【
補
助
金
額
】

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

（
上
限
20
万
円
）

※�

補
助
金
額
に
は
、
島
根
県
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
導
入

支
援
事
業
補
助
金
が
充
当
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
林
業
振
興
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
事
業
の
概
要

や
申
請
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

墓
地
の
設
置
、
移
転
、 

               

廃
止
の
許
可

環
境
政
策
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
墓
地
の
設
置
、
移
転
、
廃
止
を

す
る
場
合
に
は
、
雲
南
市
長
の
許

可
が
必
要
で
す
。

　
墓
地
の
設
置
に
は
、
設
置
予
定

地
か
ら
半
径
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以

内
に
住
宅
や
施
設
な
ど
が
あ
る
場

合
、
そ
の
所
有
者
等
の
同
意
が
必

要
と
な
る
ほ
か
、
農
地
へ
の
設
置

の
場
合
は
農
地
法
に
係
る
許
可
が

必
要
で
す
。

　
無
許
可
で
墓
地
を
設
置
し
た
場

合
は
、
法
律
に
よ
り
懲
役
か
罰
金

の
ど
ち
ら
か
に
処
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
墓
地
を
新
規
で
設
置
す
る
際
は

現
地
の
事
前
調
査
が
必
要
で
す
。

個
人
墓
地
の
事
前
調
査
に
つ
い
て

は
最
寄
り
の
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民

福
祉
課
、
市
民
サ
ポ
ー
ト
課
へ
、

宗
教
法
人
に
つ
い
て
は
環
境
政
策

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
墓
地
の
設
置
、
移
転
、

廃
止
を
計
画
さ
れ
る
場
合
は
、
最

寄
り
の
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉

課
、
市
民
サ
ポ
ー
ト
課
か
環
境
政

策
課
の
い
ず
れ
か
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
伴
う
ご
み
の
処
理

環
境
政
策
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

市
道
や
市
河
川
の
ご
み
を
集
め
て

い
た
だ
い
た
場
合
、
事
前
に
届
け

出
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
雲
南
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
や
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
、
い
い
し
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
料
金
が
無

料
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①�

ゴ
ミ
回
収
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実

施
は
、
事
前
に
総
合
セ
ン
タ
ー

へ
実
施
日
や
場
所
に
つ
い
て
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

②�

ご
み
の
分
別
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
者
で
お
願
い
し
ま
す
。

③�

原
則
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者

自
ら
が
処
分
場
へ
持
ち
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

④�

総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
処
分
場
へ

事
前
に
連
絡
し
ま
す
の
で
、
総

合
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
を
受
け
て

か
ら
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑤�

国
か
地
方
公
共
団
体
の
ど
ち
ら

か
が
そ
の
施
設
の
管
理
を
行
う

た
め
に
必
要
な
場
合

※�
違
反
し
た
場
合
は
、
５
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
千
万
円
以
下
の

罰
金
（
ま
た
は
そ
の
併
科
）
が

科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

暑
さ
に
備
え
ま
し
ょ
う

健
康
推
進
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
４
５

　
今
年
度
の
国
の
熱
中
症
警
戒
ア

ラ
ー
ト
な
ど
の
運
用
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
暑
く
な
る
前
に
、
暑
さ
に
対
し

て
備
え
、
熱
中
症
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

①�

エ
ア
コ
ン
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

て
、
試
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

リ
モ
コ
ン
の
電
池
が
切
れ
て
い

た
ら
交
換
し
ま
し
ょ
う
。
故
障

し
て
い
る
場
合
は
、
購
入
し
た

店
舗
で
修
理
な
ど
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

②�

30
分
程
度
の
汗
を
か
く
運
動
を

行
い
、
暑
さ
に
慣
れ
て
お
く
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
暑
さ
に
慣

れ
る
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
数

日
か
ら
２
週
間
程
度
か
か
り
ま

す
。
暑
く
な
る
前
に
取
り
組
む

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

野
焼
き
の
禁
止

環
境
政
策
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
３
３

　
野
焼
き
（
野
外
焼
却
）
は
、「
廃

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
は
焼
却
温
度
が
低
く
、

ビ
ニ
ー
ル
類
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

な
ど
を
燃
や
す
と
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
等
の
有
害
物
質
が
発
生
し
、
人

の
健
康
や
自
然
環
境
に
影
響
を
与

え
ま
す
。

　
次
の
場
合
に
行
う
野
焼
き
は
禁

止
の
例
外
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

時
間
帯
や
風
向
き
な
ど
に
注
意

し
、
周
辺
に
お
住
い
の
方
に
対
し

て
十
分
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

①�

農
業
や
林
業
、
漁
業
を
営
む
た

め
に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し

て
行
わ
れ
る
場
合

②�

震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜

害
そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、
応

急
対
策
や
復
旧
の
た
め
に
必
要

な
場
合

③�

風
俗
習
慣
上
の
行
事
か
宗
教
上

の
行
事
の
い
ず
れ
か
を
行
う
た

め
に
必
要
な
場
合
（
と
ん
ど
祭

り
な
ど
）

④�

た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営

む
う
え
で
通
常
行
わ
れ
る
場
合

で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の
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　４月、５月は就職、離職、転出などで国民健康保険の資格の取得や喪失が最も多くなります。
　特に就職、離職に伴う国民健康保険の手続きを忘れられることが多くあります。
　これまで会社の健康保険に加入されていた方が離職した場合は、国民健康保険の資格取得の手続きが必要で
す。また、国民健康保険に加入されていた方が就職などにより会社の健康保険に加入された場合は、国民健康
保険の資格喪失の手続きが必要です。忘れずに市民生活課か総合センター市民福祉課、市民サポート課のいず
れかで手続きをしてください。

　倒産や解雇、雇い止めなど本人の意思によらない離職（非自発的離職）者に対して、国民健康保険料が軽減されます。
該当する場合は、市民生活課か総合センター市民福祉課、市民サポート課のいずれかで手続きをしてください。
１．軽減の内容
　・�国民健康保険料の計算に用いる前年の所得（※給与所得のみ）を、該当者の方については100分の30したも
のに置き換えて計算します。

　・軽減の期間は離職の翌日から、その翌年度の末までの間です（最長２ヵ年分）。
　※同一世帯の他の国民健康保険加入者については通常どおりの取り扱いとなります。
２．軽減対象となる離職者の条件
　　次のいずれの条件も満たす方が対象です。
　（1）離職日時点で65歳未満である� 　（2）雇用保険の受給資格を有する（または有していた）
　（3）雇用保険受給資格者証の離職理由の番号が次の場合�⇒ 11、12、21、22、23、31、32、33、34
３．届け出に必要なもの
　（1）雇用保険受給資格者証（離職事由の確認のため必要です）
　　　＊�既に雇用保険の受給期間を終え、証が手元にない場合はハローワークで再交付を受けてください。�

また、事前に上記対象条件に該当しているか確認されることをお勧めします。
　（2）資格確認書など

●月の途中に保険異動や世帯異動をすると、その月の医療費負担が増えることがあります
　高額療養費では月ごとに自己負担限度額（以下、限度額）が定められていますが、月の途中で健康保険が変
わると、それぞれの期間で限度額までお支払いいただく必要があります。雲南市国民健康保険に加入し続けて
いる場合でも世帯分離などで保険証番号が変更になる場合も同様です。
　また、月の途中に都道府県をまたぐ住民異動をされた場合も、それぞれの期間で限度額までお支払いいただ
く必要があります。入院や高額な治療を継続している方はご注意ください。

※必要なものは状況によって変わります。詳細はお問い合わせください。
※�上記届け出に必要なものに併せ、窓口に来られる方の本人確認ができるもの、世帯主と加入者のマイナンバー（個人番号）
が分かるものも必要となります。

【問】市民生活課　℡ 0854-40-1031

国民健康保険の資格取得・喪失の手続きをお忘れなく

こんなとき 届け出に必要なもの

資
格
取
得
・
変
更

他の市区町村から転入してきた 転出証明書
職場の健康保険をやめた 職場の健康保険の離脱日を確認できる証明書
職場の健康保険の被扶養者から外れた 扶養から外れたことを確認できる証明書
子どもが生まれた 母子健康手帳
同じ市内で住所が変わった
世帯主や氏名が変わった
世帯が分かれたり、一緒になった

資格確認書など

修学のために別に住所を定める 在学証明書、資格確認書など
生活保護を受けなくなった 保護廃止決定通知書
外国籍の方が加入する 特別永住者証明書か在留カードのどちらか一方

資
格
喪
失

他の市区町村に転出する 資格確認書など
職場の健康保険に加入した
職場の健康保険の被扶養者になった

国民健康保険と職場の健康保険の両方の資格確認書など（未交付の場合
は加入を証明するもの）

国民健康保険の被保険者が死亡した 資格確認書など
生活保護を受けるようになった 保護開始決定通知書、資格確認書など
外国籍の方が脱退する 特別永住者証明書か在留カードのどちらか一方、資格確認書など

こんなときは必ず14日以内に届け出を！

本人の都合によらない離職者（非自発的離職者）の国民健康保険料の軽減制度

高額療養費制度

お
知
ら
せ

暮
ら
し
・
手
続
き

子
育
て
・
保
健
・
福
祉

募

　
　集

イ
ベ
ン
ト
情
報

そ
の
他

23 市報うんなん 2026.5

【問】木次線利活用推進協議会　℡0854-40-1014

木次線に乗ってみよう♪ シリーズ
37

　木次線利活用推進協議会では、ＪＲ木次線を利用した旅行や遠足、利用促進を目的とし
たイベントの実施について必要な経費の一部を助成します。ぜひご活用ください。

　遠足や学校行事などでＪＲ木次線を利用す
る市内の幼・保・こども園、小・中・高等学
校、特別支援学校の園児、児童、生徒、先生
を対象にＪＲ運賃を全額補助します（木次線
区間のみ。観光列車「あめつち」の指定席料
金は除く）。

事 業 ② 遠足などで木次線に乗車される場合に、木次線区間のＪＲ運賃を
全額補助します。 幼・保・こども園、小・中・高校、特別支援学校対象

　木次線沿線の住民組織や活動団体が、木次線の利
用促進や駅、沿線のにぎわい創出を図るために行う
イベント、景観整備、地域イベントと組み合わせる
ことで利用者増加が見込まれる取り組みに対し、必
要経費の一部を助成します。
　助成額は１申請につき上限８万円。

　上記事業を含めた各種補助金の詳細は、協議会ホームページで
ご確認ください。

ＪＲ木次線の利用促進を目的としたイベントの実施を支援します。事 業 ③

　３人以上のグループで木次線を４区間以上乗車する旅行など
に対し、ＪＲ運賃・料金や貸し切りバス、タクシー、レンタカー
等に要する経費の 1/2（上限10万円）を補助します。
※事前申し込みが必要です。
※ 貸し切りバスなどの補助金額は上限５万円。ただし、出雲横

田駅～備後落合駅間のＪＲ利用が１区間以上ある場合は上限
７万円。

※ 観光列車「あめつち」の運賃・料金も対象です。

事 業 ① 「木次線でGO！」二次交通を含めた木次線乗車を伴う旅行などを「木次線でGO！」二次交通を含めた木次線乗車を伴う旅行などを
対象に、経費の半額を補助します。対象に、経費の半額を補助します。

市民団体対象

〈協議会ホームページ〉

木次線に乗って遠足に出掛ける園児たち▶

夏祭りに合わせて駅前で灯籠を灯すイベントの様子▶
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〈まめネットカード〉

〈まめネット
ステッカー〉

【問】こども政策課　℡ 0854-40-1044

【問】こども政策課　℡ 0854-40-1044

こども誰でも通園制度（乳児等通園支援事業）

いこうぜ！みんな キラキラのあしたへ ゴーゴゴー！

こどもまんなか 児童福祉週間

　こども誰でも通園制度は、保護者の就労などに関わらず、０歳６ヵ月から満３歳
未満までのお子さんが、月10時間まで保育所などを利用できる制度です。

【対象者】保育所などに通っていない０歳６ヵ月から満３歳未満までのこども
【利用可能時間】こども１人当たり、月10時間まで
【実施施設】木次こども園
【利用料】１時間当たり300円（食事ありの場合は200円加算）
【申し込み方法】 国の「こども誰でも通園制度総合支援システム」により手続きを 

行ってください。
※詳細は、市ホームページでご確認ください。

　５月は「春のこどもまんなか月間」で、５月５日の「こどもの
日」から１週間は「こどもまんなか 児童福祉週間」です。
　こどもや子育て世帯を社会全体で応援しましょう。

（山
やま

下
した

旭
あさ

陽
ひ

さん　６歳　香川県）

令和８年度「こどもまんなか 児童福祉週間」標語

　

市ホームページ

口座振替の方は、前日までに
残高を確認してください。

今月の税金

●固定資産税【第１期】
●軽自動車税【第１期】

納期限は６月１日（月）です。

子
育
て・保
健・福
祉

子
育
て・保
健・福
祉

ま
め
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
る
、 

　
　
　
　
　
　
安
心
の
輪

保
健
医
療
政
策
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
４
０

◆
ま
め
ネ
ッ
ト
と
は

　
ま
め
ネ
ッ
ト
は
、「
ま
め
ネ
ッ

ト
カ
ー
ド
」
を
お
持
ち
の
島
根
県

民
の
皆
さ
ん
の
医
療
や
介
護
の
情

報
を
、
県
内
の
病
院
・
診
療
所
、

訪
問
看
護
・
介
護
事
業
所
な
ど
で

共
有
す
る
「
医
療
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
で
す
。

・�

連
携
カ
ル
テ
：
患
者
さ
ん
の
同

意
の
も
と
、
異
な
る
医
療
機
関

同
士
で
診
療
情
報
を
共
有
で
き

ま
す
。

・�

ス
ム
ー
ズ
な
連
携
：
病
院
と
診

療
所
の
間
や
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
間
で
の
情
報
共
有
が
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
な
り
ま
す
。

・�

負
担
の
軽
減
：
こ
れ
ま
で
の
経

過
や
検
査
結
果
が
正
確
に
伝
わ

る
た
め
、説
明
の
手
間
が
省
け
、

よ
り
安
全
で
適
切
な
医
療
・
介

護
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
こ
の
よ
う
な
方
に
お
す
す
め
で
す

・�

複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ

て
い
る
方

・�

持
病
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
お
持
ち

の
方

・�

小
さ
な
お
子
さ
ん
や
高
齢
の
方

・�

複
数
の
薬
の
処
方
を
受
け
て
い

る
方

・�

在
宅
で
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
方

◆
ま
め
ネ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
作
り
方

　
ま
め
ネ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
、
左
記

の
「
ま
め
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
」

の
あ
る
医
療
機
関
で
登
録
や
発
行

が
で
き
ま
す
。
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ま
ね
医
療
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会

　
℡
０
８
５
３-
22-

８
０
５
８
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味見をせずにむやみに調味料をかけない
味を確かめながら、少しずつ調味
料を加えるようにしましょう。
舌の感度も高まり、節約にもつな
がります。
【問】健康推進課　℡0854-40-1045

うんなん愛の減塩プロジェクト塩分をひかえるコツ

健康推進課　℡0854－40－1045

毎月１９日は食育の日
みんなで楽しく食べよう

家族や仲間と、会話を
楽しみながら食べる食
事で、心も体も元気に
しましょう。

【出典：農林水産省】

募
　集

募
　集

協
働
で
叶
え
る
市
民
活
動

促
進
事
業
補
助
金
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
振
興
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
１
３

　
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
主
体
と

な
っ
て
行
う
、
市
と
の
協
働
に
よ

る
事
業
に
つ
い
て
助
成
希
望
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
】

　
市
民
活
動
団
体
（
地
域
自
主
組

織
を
含
む
）・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

【
補
助
率
】
補
助
対
象
経
費
額
の

１
０
０
％
以
下

【
補
助
限
度
額
】20
万
円
（
広
域
的

な
活
動
に
つ
い
て
は
30
万
円
）

※�

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
。

※�

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
な
ど
の 

　
　
　
　
　
入
居
者
募
集

建
築
住
宅
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
な
ど

【
募
集
期
間
】

　
５
月
７
日
㈭
か
ら
５
月
14
日
㈭

17
時
締
め
切
り

【
募
集
団
地
】

　
５
月
１
日
㈮
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
島
根
県
住
宅

供
給
公
社
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
へ
掲
載
し

ま
す
。

【
決
定
方
法
】
選
考
に
よ
り
入
居

者
を
決
定
し
ま
す
。

◆
公
社
定
住
促
進
賃
貸
住
宅

　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

　
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　
℡
０
８
５
４-

47-�

７
１
５
１

令
和
８
年
度
全
国
戦
没
者 

　
追
悼
式
の
参
列
者
募
集
　

市
民
生
活
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
島
根
県
で
は
、
政
府
主
催
に
よ

り
実
施
さ
れ
る
「
全
国
戦
没
者
追

悼
式
」
式
典
に
島
根
県
遺
族
代
表

と
し
て
参
列
し
て
い
た
だ
く
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

〈市ホームページ〉

【
日
時
】

　
８
月
14
日
㈮
か
ら
15
日
㈯
ま
で

（
１
泊
２
日
）

※
式
典
は
８
月
15
日
㈯

【
場
所
】

　
日
本
武
道
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）

【
申
込
期
限
】
５
月
29
日
㈮

【
応
募
方
法
】
市
民
生
活
課
に
備

え
付
け
の
「
申
込
書
」
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

か
雲
南
市
役
所
市
民
生
活
課
の
い

ず
れ
か
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
高
齢
者
福
祉
課

　
℡
０
８
５
２-

22-

５
２
４
０

市
民
生
活
課

　
℡
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

し
ま
ね
の
福
祉・保
育
職
場 

　
　
　
　
　 

就
職
フ
ェ
ア
　

健
康
福
祉
総
務
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
４
１

　
県
内
の
福
祉
・
保
育
職
場
へ
就

職
を
希
望
す
る
方
に
対
し
、
職
場

や
職
種
へ
の
理
解
を
深
め
、
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
を
行
う
就
職
フ
ェ
ア

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】
５
月
28
日
㈭

　
13
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で

　
※
受
付
は
13
時
か
ら

【
場
所
】
朱
鷺
会
館
（
出
雲
市
）

【
参
加
料
】
無
料

【
申
し
込
み
】
不
要

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
）

　
℡
０
８
５
２-

32-

５
９
５
７社会教育課　℡0854-40-1073

月17日（日）5
facebook、LINEアカウントで配信中！
家族で取り組める活動を市公式の

うんなん家庭の日
毎月第３日曜日は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ 

補
助
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

健
康
福
祉
総
務
課

℡
０
８
５
４-

40-

１
０
４
１

　
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
で
は
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
の
補
助
ス
タ
ッ
フ
養
成

講
習
を
開
催
し
ま
す
。
実
技
や
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
た
実

践
的
な
内
容
で
、「
こ
れ
ま
で
と

は
違
っ
た
仕
事
に
挑
戦
し
た
い
」、

「
新
た
に
知
識
や
技
術
を
学
び
た

い
」
と
い
う
方
に
お
薦
め
で
す
。

【
日
時
】
５
月
27
日
㈬
か
ら
29
日

㈮
ま
で
（
３
日
間
）

※
い
ず
れ
も
10
時
か
ら
16
時
ま
で

【
場
所
】
パ
ル
メ
イ
ト
出
雲
（
出

雲
市
）

【
募
集
定
員
】
30
人

【
申
込
期
限
】
５
月
20
日
㈬

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
方

【
受
講
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
８
５
４-

42-

３
６
４
２
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　市では、障がいへの理解と手話をはじめとする多様なコミュニケーション手段の理解と普及を図り、
障がいのあるなしに関わらず誰もが住みよいまちづくりを進めています。
　日常生活で使える「手話」を紹介しますのでチャレンジしてみてください。

市では、地域で手話体験教室などを企画された団体に、当事者・手話通訳者を講師として派遣する事業を実施し
ています。希望される場合は、雲南広域福祉会パレット（℡0854-45-0020）にお問い合わせください。

手手
話話
にに
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
！！

手
話
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

【鯉のぼり】

① 左手の人さし指を立てて柱
に見たてる。

② 右手を鯉のぼりが泳ぐよう
にゆらゆら右に動かす。

インターネット通販トラブル －代金引換（代引き）配達で偽物が！－

　ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）を見ていたところ、国内ブランドの下着の広告
が表示された。公式通販サイトの広告と思い、リンク先になっていた通販サイトにアクセスして、下
着２枚を５千円の代引き配達で注文した。後日、宅配業者に代金を支払って荷物を受け取り、開封し
て商品を確認したら偽物だった。通販サイトの購入画面を保存しておらず、販売業者の情報はメール
アドレスしか分からない。宅配業者には「荷物を開封した後は受け取り拒否にはできない。返金はで
きない」と言われた。送り状の依頼主の欄には、発送代行業者と思われる事業者の連絡先が記載され
ており、販売業者の情報は不明である（60歳代）。

・�「偽物」が届く通販サイトには、（1）大幅に値引きされている、（2）日本語の字体や文章表現がお
かしい、（3）代引き配達しか選択できない、（4）送り状の依頼人が販売業者の名称とは異なってい
る、などの特徴がよく見られます。少しでも怪しいと感じたら取引は控えましょう。
・�代引き配達で宅配業者などに代金を支払ってしまうと、後で商品が「偽物」だと分かっても宅配業
者からの返品は困難です。代金を支払う前に、送り状に記載されている「依頼人」の情報を確認し、
注文した販売業者と違う場合は、代金を払わず受け取りを拒否しましょう。

ひとこと助言

内　容

◯�不安に思った場合や、トラブルが生じた場合は、すぐに雲南市消費生活センターなど（消費者ホッ
トラインは局番なしの１８８）に相談してください。

くらしの消費生活窓口

【相談・問・出前講座依頼先】雲南市消費生活センター　℡ 0854-40-1123　FAX  0854-40-1039

その他その他

知って、使って、伝えよう
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図 書 館 だ よ り
市立図書室の利用案内市立図書室の利用案内

市立図書館の利用案内市立図書館の利用案内
木次図書館　℡0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 ５月の休館日５月の休館日      毎週月曜日、祝日：3日（日）～6日（水）、振替休館日：7日（木）、 

図書整理日： 31日（日）
 イベント案内イベント案内      ☆  おはなしレストラン　17日（日）（要申し込み） 

０・１・２レストラン（乳幼児向け）10:15～、おおきい子レストラン（幼児～小学生
向け）11:00～、ろうそくのおはなし（４歳以上向け）11:45～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館　℡0854-43-6131　開館時間：10:00～18:00
 ５月の休館日月の休館日    毎週金曜日、祝日：3日（日）～6日（水）、図書整理日：31日（日）
 イベント案内イベント案内      ☆ こぐまちゃん（わらべうた遊びの会 対象：乳幼児とその家族） 

18日（月） 10:30～（30分程度）
＊毎週月曜日午前中（10:00～12:00）は「いいよのじかん」です。
　　　　　　　☆ 司書体験講座 23日（土） 10:30～11:30（要申し込み） 

※子ども向けの、図書館の仕事を体験するイベントです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館　℡0854-49-8739　開館時間：10:00～18:00
 ５月の休館日５月の休館日       毎週木曜日、祝日：3日（日）～6日（水）、図書整理日：1日（金）、 31日（日）

新着の本（抄） 市内図書館どこでも借りることができます。貸し出し中の場合は予約(取り寄せ含む)ができ
ます。各館へお問い合わせください。本の検索には、上記二次元コードの雲南市立図書館ホー
ムページ《蔵書検索》を利用してください。

三刀屋図書室（永井隆記念館内）
　電　　話：0854－45－2239
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：���毎週月曜日（4日を除く）�

７日（木）、８日（金）

吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：8:30～17:00
　休 館 日：毎週土・日曜日、祝日

市立図書館
ホームページ

市立図書館
Facebook

▼稲
いな

田
た

 信
まこと

「近
きん
世
せい
の三

みと や じ ょ う
刀屋城と本

ほんじょう
城・支

しじ
城
ょう
体
たい
制
せい
」▼たけだ りほ「あったかいうんなん」▼シラネ リン「地

じ
元
もと
神
かぐ

楽
ら
を 120％楽

たの
しむ－三

みとやにゅうもんへん
刀屋入門編」▼土

つち

屋
や

 有
ゆう

、矢
や

田
た

明
あき

子
こ

 ほか「地
ち
域
いき
が動

うご
く経
けいえいせんりゃく
営戦略」▼塩

しお

地
ち

博
ひろ

文
ふみ

 ほか「森
しん

林
りん
列
れっ
島
とう
再
さい
生
せい
論
ろん
」▼若

わかばやしまさやす

林正恭「青
あお
天
てん
」▼長

なが

岡
おか

弘
ひろ

樹
き

「教
きょうじょうおめが
場Ω」▼堂

どう

場
ばし

瞬
ゅん

一
いち

「暗
あん
黒
こく
の彼

かな
方
た
」▼小

お

野
の

寺
でら

史
ふみ

宜
のり

「言
こと
問
とい
ラ

プソディ」▼稲
いな

葉
ば

 稔
みのる

「少
しょうねん
年とハリス」▼河

かわ

崎
さき

秋
あき

子
こ

「夜
よ
明
あ
けのハントレス」▼佐

さ

藤
とう

賢
けん

一
いち

「釣
つ
り侍
ざむらい
」▼赤

あか

川
がわ

次
じ

郎
ろう

「涯
はて
しない影

かげ
に」▼角

かく

田
た

光
みつ

代
よ

「明
あした
日、新

あたら
しい歌

うた
をうたう」▼村

むら

山
やま

由
ゆ

佳
か

「D
デ イ ン ジ ャ ー
ANGER」▼額

ぬか

賀
が

 澪
みお

「恋
こい
するブタハナ」

▼山
やま

崎
ざき

ナオコーラ「陽
よう
ちゃんからのそよ風

かぜ
」▼綿

わた

矢
や

りさ「グレタ・ニンプ」▼朱
しゅ

川
かわ

湊
みな

人
と

「小
しょうがく
学61年

ねん
生
せい
」▼小

こ

松
まつ

成
なる

美
み

「ビバリウム」▼竹
たけ

岡
おか

葉
は

月
づき

「石
いし
狩
かり
七
なな
穂
ほ
のつくりおき④」▼栗

くり

栖
す

ひよ子
こ

「夕
ゆう
闇
やみ
通
どお
り商

しょうてんがいゆめみ
店街夢見パン工

こう
房
ぼう
」

▼五
いつ

木
き

寛
ひろ

之
ゆき

「大
たい
河
が
の一
いってきさいしゅうしょう
滴最終章」▼クォン ナミ「面

めん
倒
どう
だけど、幸

しあわ
せになってみようか」▼古

こ

賀
が

及
ちか

子
こ

「５秒
びょ
日
うに

記
っき
」▼朝

あさ

野
の

幸
こう

一
いち

「14歳
さい
、字

じ
を書

か
けない私

わたし
が『書

か
く』喜

よろこ
びを手

て
にするまで」▼難

なん

波
ば

優
ゆう

輝
き

「なぜ人
ひと
は締

し
め切

き
りを

守
まも
れないのか」▼地

ちき

球
ゅう

の歩
ある

き方
かたへんしゅうしつ

編集室 編
へん

「昭
しょ
和
うわ
レトロ」▼今

いま

村
むら

翔
しょ

吾
うご

「書
しょ
店
てん
を守
まも
れ !」▼山

やま

脇
わき

百
ゆ

合
り

子
こ

「絵
え
本
ほん
と子

こ

どもと歩
ある
いた日

ひ
々
び
」▼阿

あ

部
べ

洋
ひろ

行
ゆき

「相
そう
続
ぞく
した空

あ
き家

や
の整
せいりせいとんじゅつ
理整頓術」▼岩

いわ

木
き

みさき「日
に
本
ほん
人
じん
に味

み
噌
そ
が必
ひつ
要
よう
な７つの

理
り
由
ゆう
」▼重

しげ

信
のぶ

初
はつ

江
え

「食
た
べきり煮

に
もの」▼盛

もり

口
ぐち

 満
みつる

「人
ひと
にちょっと話

はな
せるようになる『昆

こんちゅうがく
虫学』」▼菊

きく

地
ち

浩
ひろ

之
ゆき

「一
ひと

目
め
で流
なが
れがわかる業

ぎょうかいへんせん
界変遷100年

ねん
史
し
」▼淡

たん

交
こう

社
しゃ

 編
へん

「茶
ちゃ
懐
かい
石
せき
のいただき方

かた
と作

さ
法
ほう
」▼萬

まん

田
だり

緑
ょく

平
へい

「棺
かん
桶
おけ
まで歩

ある
こう」

▼苫
とま

米
べ

地
ち

英
ひで

人
と

「生
せい
成
せい
Ａ
エー
Ｉ
アイ
の正
しょうたい
体」▼伊

い

藤
とう

 貫
かん

、ジェイソン・モーガン「アメリカ帝
てい
国
こく
の衰
すい
亡
ぼう
と日

に
本
ほん
の窮
きゅ
地
うち
」

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合交流センター内）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：�火・金曜日�8:30～18:00�

水・木・土曜日　8:30～17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日
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市報うんなんに対するご意見、ご感想をお寄せください。

人　口･･ 33,561人（－128人）

世帯数･･ 13,550世帯（－9世帯）
令和８年４月１日現在（先月比）

女　性･･ 17,276人（－64人）

男　性･･ 16,285人（－64人）

I N F O R M A T I O N

この印刷物は環境に
配慮し、大豆油にか
わり米ぬか油を使用
したライスインキで
印刷しています。

◀

　いるま花田植え　
　日本の原風景の中で受け継がれてきた伝統文化。かすり
姿の早乙女がはやしに合わせて田植えを行います。

 と　き  ５月24日（日）      9:30～　パレード

　　　　　　　　　　　　    10:00～　開会行事

 ところ  掛合町入間地内（長栄寺前水田）

○参加者募集
　花田植えを一緒に盛り上げてくれる方（早乙女、苗配り、
はやし子など）を募集します。一人でも友達とでも大歓迎
です。参加希望の方は入間交流センターまでお問い合わせ
ください。

○フォトコンテスト作品募集
　当日の写真を対象としたフォトコンテストを開催しま
す。たくさんの応募をお待ちしています。

【問】入間交流センター　℡0854-62-0403

　第１回 雲南市歴史文化講座　
　旧吉田村尋常高等小学校講堂（吉田町生涯学習交流館）
が市内初の国の登録有形文化財に登録されました。講堂は
近代洋風建築の外観をもち、伝統と近代が調和した戦前モ
ダニズム建築を伝える建物です。地域の方々に愛され、大
切にされてきました。
　講座では、旧吉田村尋常高等小学校講堂の魅力や島根県
の登録有形文化財について講演していただきます。

 と　き  ６月６日（土）14:00～16:00

 ところ  吉田町生涯学習交流館

 演　題  「旧吉田村尋常高等小学校講堂と登録有形文化財」

 講　師  和
わ だ

田 嘉
よしひろ

宥さん
（米子高専名誉教授・雲南市文化財保護審議会副会長）

 参加費  無料（参加申し込み不要です。）

【問】文化財課　℡0854-40-1075

出雲國たたら風土記 ～ 鉄づくり千年が生んだ物語 ～
いずものくに

日本遺産シリーズ日本遺産シリーズ日本遺産シリーズ

　地域に点在する文化や風習、文化財などを一つの「ストーリー」として文化庁が認定してい
る日本遺産。今年は、この地域のたたら製鉄（日本古来の鉄づくり）に関するストーリー「出
雲國たたら風土記～鉄づくり千年が生んだ物語～」が日本遺産に認定されてから10周年を迎
えます。出雲國たたら風土記の魅力を広く伝えていくため、鉄の道文化圏推進協議会では、以
下のような補助事業を設けています。ぜひご活用ください。

１、【旅行事業者向け】たたら観光貸切バス旅行商品造成支援事業
　旅行事業者が日本遺産「出雲國たたら風土記」の構成文化財などを巡るバスツアーを実施する場合、
貸し切りバスに係る経費を一部支援します。
　①鉄の道文化圏域内（安来市・雲南市・奥出雲町）で宿泊する場合、３万円
　②鉄の道文化圏域以外の島根県内での宿泊や日帰りの場合、１万円

２、【事業者向け】お土産品開発事業支援補助金
　事業者が日本遺産「出雲國たたら風土記」を想
起できる土産品を開発する場合、パッケージ改良
や新商品開発に係る経費の一部を支援します。
　①�「出雲國たたら風土記」ストーリーを活用した
土産品を新たに開発する場合、上限20万円

　②既存商品を改良する場合、上限10万円
　
※いずれの補助事業も予算額に達し次第終了します。早めにご相談ください。

◆鉄の道文化圏推進協議会　補助事業

【問】観光振興課（鉄の道文化圏推進協議会雲南市担当課）　℡ 0854-40-1054

○過去に当該事業を活用して開発された土産品

安来節演芸館：金太郎あめ 鍛冶工房弘
ひろみつ

光：金
かな

屋
や

子
ご

神社に係る記念品


